
傳

法

の

沿

革

石

橋

誠

道

傳
法
相
承

巴
い
ふ
こ
ε
は
天
台
眞
言
禪
宗
等

に
於
て
最
も
重

せ
ら
れ
た

こ
巴
は
明
か
で
、

か
の
傳
敷
大

師
が
道
邃

行
滿

に
就

て
傳
法
し
、

叉
弘
法
大
師
が
惠

果
阿
闍
梨

に
就

て
傳
法
灌
頂
を
受
け
ら

れ
た

こ
ε
、
若
し
く
は
傳
敷
の
内
證
佛
法
血

脈

の
譜

に
、
天
台
、
眞

言
、
縄
宗
、
圓
戒
等

の
師
資
相
承
血
脈
の
譜

が
記

さ
れ
て
あ
る
こ
ε
等

に
依

て
も
明
か
で
あ
る
o

が
然
し
時
代

に
依

つ
て
幾
分
か
變
化
す
る
も

の
で
あ

る
か
ら
、

其
形
式
内
容
等

の
諸
種
の
點

に
於

て
我
宗
の
慱
法
は
餘
程

其
趣
を
異

に
す

る
も
の
が
あ
る
こ
ビ
は
勿
論
で
あ

る
o

欄

二
鰛
三
代

の
傳
法
相
承

我
宗

に
於

て
は
宗
祀
か
ら

二
組
、

二
祀
か
ら
三
租

ざ
次
第

に
傳
法
相
承

が
あ

つ
た

に
は
蓮

い
な

い
が
、
特
に
傳
法
を
喧

し
く
言
ひ
出

さ
れ
た
の
は
第
七
組
了
譽
聖
冏
上
人

で
あ

る
o

帥
ち
冏
師
は
淨
土
眞
宗
付
法
傳
、
顯
淨
土
傳
戒
論
、
敖
相
十

八

逋
並

に
裏
書
、
五
重
指
南
目
録
等
を
著
は
し

て
、
我
宗

の
慱
宗
傳
戒
の
趣
を
明

か
に
さ
れ
た
o
斯
樣

に
冏
師
が
傳
法
に

カ
を
注
が
れ
た
の
は
、
外

に
は
禪
宗

の
最
も
盛

ん
な
時

で
あ

つ
て
、
特
に
彼
宗
が
付
法
相
承
を
重
ん
じ
た
影
響

も
あ
り
、

内

に
は
四
流
亠
ハ
派
の
後
を
承
け
て
、
宗
義

が
混
亂
錯
雜
し
だ
時

で
、
信

仰
界
の
動
搖
が
甚
し
か

つ
た
か
ら
、
確
乎
不
動
の

九
七



九
八

信
念
を
我
が
宗
徒

に
與

ふ
る
爲

に
、
正
流
で
あ
り
正
統
の
義

で
あ
る
こ
ご
を
知
ら
し

め
、
依

て
以
て
確
信
を
與

へ
ん
ご
す

る
必
要

か
ら
傳
法
相
承

の
形
式
を
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
o

是

よ
り
先
き
、
我
宗
の
列
組
の
中

に
於

て
、

傳
法
相
承

の
あ

つ
た

こ
ビ
は
固
よ
り
疑

ふ
餘
地
も
な

い
が
、
後

世
の
如

ぐ

形
式

が
未
だ

一
定
し
な
か

つ
た
。
即
ち
鎭
西
上
人
は
、

宗
租

に
從

つ
て
入
箇
年
問
淨
土
の
要
義
を
相
傳
し
、
又
圓
頓
戒
を

も
相
承

さ
れ
た

こ
ε
は
、
念
佛
名
義
集
の
中
卷
、
决
答
鈔
の
上
卷
、
望
西
の
聖
光
上
人
傳
等

に
記
さ
れ

て
あ
る
が
、
な
ほ

自
旗
上
人
、
道
光
上
人
等

の
自
筆

の
授
手
印
の
絡
に
は
、
相
傳
手
次
の
肬
及
び
師
資

相
承

血
賑

の
文
が
記

さ
れ

て
あ
る
○

今
左

に
其
を
出

せ
ぱ
、

念

佛
往
生
淨
土
宗
血
脈
相
傳
手
次
の
事

(
昭
和
新
訂
末
代
念
佛
手
印
圖
版

一
五

・
一
=

)

ノ

ヘ

ノ

ノ

ヲ

ム
ル

セ

ニ

ノ

レ

し

日
本
奪
成
天
皇
御
時

法
然
上
人
檢

一出
善
導
御
義
一命
レ流
二布
世
間
一之
時

後
臼
河
法
皇
御
臨
終
之
時
被
レ召
二御
善
知

へ

み

敵
塾

善
知
識
之
鼻
早
ボ
上
法
妻

牽

高

専
修
之
念
佛
ガ
ゴ
ご
月
+
三
旦

崩
喚
些
一鐘

紅
以
塗
往
生
菰

畢
寛
後
當
け第
十
三
年
之
御
遠
δ
釁
於
寸蓮
華
王
院
之
内
㌔勤
二修
荊ハ
時
禮
讃
淨
土
三
部
經
↓御
追
善
塗
晒
ど
印
一此
薇
花
洛
之

諸
人
皆
釁

淨
圭
謬

4鑿

婁

蕪

上
会

.淨
土
宗
之
義
薦

辨
阻
全
羨

阿
墜
相
承
之
義
並
栖
變

徹
馨

リ

ヘ

ニ

ヌ

ン

ニ

ノ

・

シ

・

プ

・

ス
ル
・

・

ス

ラ

集
一讓
二
與
沙
門
然

阿
一
畢
聞

レ之
人
慥
信

レ之
行
レ
之
可
レ邃
二
往
生
一
仍
録
=
秘
法
一之
妝
以
二
手
次
一

于
時
嘉
頑
第
三
歳
八
月

一
日

法

然

上

人

ロ

决

沙

門

辨
阿
(
在
判
)



次
に
三
祀
記
圭
禪
師
の
相
承
に
就
て
は
、
决
疑
鈔
五
卷
の
絡
に

(淨
全
七
蕭

)左
の
文
が
あ
る
か
ら
之
に
依
つ
て
觀
經

疏
法
事
讃
等

の
諸
書

に
就

て
、

一
々
相
承
を
受
け
ら
れ
た

こ
ε
が
明
か
で
あ

る
o

(
前
略

)
弟
子
嘉
頑

二
年
九
月
八
日
、
天
幅
寺

二
詣

ツ
テ
始

メ
プ
先
師

二
謁

ス
(鵜
獅
弐
什
価
)
二
箇
年

ノ
問

二
觀

經
疏
・
法

事
讃
・
觀
念
法
門
・
禮
讃

・
般
舟
讃
・
論
註
ピ
安
樂
集
・
選
擇
集

(剩
(
徹
選
擇
集
テ
作

り
加
(
ラ
レ
タ
リ

)・
往
生
要
集

並

二
十

二
門
戒
儀

ヲ

一
々
讀

ミ
傳

へ
畢

ン
ヌ
○
但

シ
般
舟
讃

二
至

ッ
テ

ハ
、

先
師
ノ
云

ク
、

上
人

ノ
在
世

二
未

ダ
流
布

セ
ズ
故

ニ
ロ
决

ヲ
聞

カ
ズ
、

今
八
軸

ノ
義
勢

二
準

ジ
プ
授

〃
所
ナ
リ
ト
o

弐
久

中
略

)

先
師
衆

二
樹

シ
重

不
シ
プ
云

ク
、

我

レ
年
闌

ケ
齡
頽

プ
在
世
久

シ
カ
ラ
ズ
、

將
來

ノ
痴
闇

ヲ
思

フ

ニ
肝
腑
安

カ
ラ
ズ

　り

　

　

　

　

　

　
　

　

然
リ

ト
雖

モ
我
ガ
法

ハ
然
阿

二
授

ヶ
畢

ン
ヌ
、
法
燈
何

ン
ゾ
銷

ソ
、
然
阿

ハ
是

レ
予

ガ
盛
年

二
還

γ
ナ
リ
、
遺
弟
此
人

二
饗

シ
テ
不
審

ヲ
决

ス
可

キ
ナ
リ
o
蓉
々

叉
决
答
鈔
上
纐
(淨
奎

○

奪

に
は
左
の
記
事
が
あ
る
。

昔

シ
嘉
頑

三
年
七
月
六

日
、
上
入
善

導
寺

ノ
塔
三

在

シ
プ
、
聖
護
房

ヲ
遣

シ
テ
愚
昧
(
認
主
上
人
)

ヲ
召

シ
テ
付
屬

シ
テ
云

ク

　

　

　

我
ガ
義
汝

二
付
屬

シ
畢

ソ
ヌ
o

汝
來
世

二
傳

フ
可

シ
、

故
上
人

ノ
門
徒

ノ
中
、
愚
人
多

ク
上
人

ノ
御
義

ヲ
黷

ス
、
予

ガ

門
人

モ
亦

タ
然

ル
可

シ
、
學
生

二
非
ザ

ル
ヨ
リ

ン
パ
師
説

ヲ
慱

へ
難

キ
故
ナ
リ
ト
、
其
外
諸
人

二
向

フ
毎

二
、
愚

昧

ヲ

指

シ
人

二
示

シ
タ
日
ク
、
辨
阿
亡

シ
プ
後

の
法
門

ノ
事

ハ
然
阿

二
問

ハ
川
ペ

シ
、
然
阿

ハ
是

レ
辨
阿

ガ
盛
年

二
成

レ
ル

ナ
リ
ト
〇

九
九



一
〇

〇

む

む

　

叉
二
租
上
人
は
、
嘉
頑
三
年
卯
月
十

日
、
三
租
に
末
代
念
佛
授
手
印

一
卷
を
授
け
、
そ
の
年
入
月

一
日
、
ま
た
血
-脈
相

　

　

　

傳
手
次
の
状
を
書

い
て
、
左
の
如
く
に
言
は
れ
て
あ
る
o

念
佛
往
生
淨
土
宗
血
賑
相
傳
手
次
の
事
(
衣
上
抄
出
)

さ
れ
ば
了
悪
あ

領
解
授
手
印
徹
心
鈔
の
終
(
淨
全

一
〇
扉
五
)
に
は
、
「嘉
頑
三
年
卯
月
十
日
ノ
巳
ノ
時
、
筑
後
國
善
導
寺

　

　

　

　

二
於

・7
、
傳
法
傳
・戒

シ
畢

ン
ヌ
、
同
七
月
工
ハ
日
、

選

ン
デ
付
屬

ノ
仁

ト
爲

シ
、
八
月

一
日
、

正

シ
ク
璽
書

ヲ
賜

フ
、
同
月

三
日
、
今
此

ノ
領
解

ヲ
草
記

ス
、

辨
師
親

シ
ク
之

ヲ
見

プ
、
之

ヲ
合
點

セ
シ
メ
畢

ン
ヌ
Q
」
ε
記
さ
れ
て
あ

る
O
此
等
の
諸

交
を
拜
見
す

る
に
、
後
世

の
如
く
形
式
的
で
は
な
か
つ
た

さ
し

て
も
、
傳
法
傳
戒
の
あ

つ
た
こ
ビ
は
明
か

で
あ

る
o
帥
ち

三
代
相
次

い
で
我
宗
秘
奥
の
法
義
を
瀉
瓶
相
承

さ
れ
た
の
で
あ
る
o
そ

の
中
特
に
授

手
印
は
、

二
租
の
門
下

の
宗
論
か
ら

我
宗

の
宗
意
安
心
を
决
定
す

る
爲

に
、

二
組
が
選
述

ざ
れ
た
も
の
で
、
慱
法
の
書
籍

達
し

て
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
り
、

後

に
著
は
さ
れ
た
三
卷
七
書
は
、

こ
の
授
手
印
が
中
心
を
な
す

巴
言
は
ね
ば
な
ら
澱
〇

二

三
祀
以
後
の
傳
法

三
組
良
忠
上
人

の
門
下
は
多
士
濟

々
で
其
中
六
人
の
英
傑

が
出
で
、
途
に
六
派
を
形
成
し
た
o

そ
の
内
傅
法

の
問
題

に

就

て
特
に
爭
を
生

じ
た
の
は
、
即
ち
名

越

ε
臼
旗

ε
で
あ

つ
だ
o

そ
の
理
由
は
始

め
第

四
祀
自
鷹
寂
慧
上
人
は
、
淨
土

宗

仁
就

て
鳳
餘

り
に
關

心
を
持
た
れ
な
か
つ
た
o

さ
れ
ば
文
永
五
年
十
八
歳
の
時
叡
山
に
登

つ
て
仙
曉
法
印
の
室

に
入
り
、

玄
義
文
句
を
精
習
し
旁
ら
諸
徳
を
歴
訪
し

て
、
他
部

の
章
疏
を
熱
心
に
研
究

さ
れ
た
が
、
三
祀
は
鎌
倉

に
歸

る
可
く
切
り



ん
で
生

き
佛
で
あ

る
ど
稱

へ
た

ε
謂
は
れ
て
あ

る
ほ
ざ
、
そ

れ
ほ
こ
隱
遁
的

の
悠
者

で
あ

つ
た
。
然
し
後

に
は
常
陸
の
國

汰
田

に
退

い
て
法
然
寺
を
建

て
、
常

に
念
佛
を
修
行

さ
れ
た
o

而
し
て
其
門
流
か
ら

了
實
上
九
聖
冏
上
人
等

の
英
材

が
輩
出
し

て
宗
門
の
隆
昌
を
見
る
に
至

つ
た
。
然

れ
ば

こ
の
後

我

宗
の
傳
法
は

二
流

ビ
な
り
、
鎌
倉
光
明
寺
の
系
統
を
本
山
傳

巴
稱
し
、
太
田
の
蓮
勝
上
人

の
法
孫
を
末
山
慱

巴
稱

へ
、
宗

門

は
増

々
繁
榮
し
た
o

而
し

て
本
山
慱
は
定
慧
.
良
順

了
專

ε
次
第
し
、末

山
傳
は
蓮
勝
」
了
實
・
聖
問

ご
次
第

し

て
共

に

瀉
瓶
相
承
し
た
。

(鎭
蘊

傳
卷
二
・鑾

;

護

新
鑿

徳

卷

一
・鑾

;

頚

鷸

變

・鑾

コ

薙

+
山へ
篌

需

答
見
聞
箜

・續
鑿

西

繋

阿
夫

傳
・
淨
奎

七
駕

)

三

冏
師
の
傭
法
粗
承
と
五
重
指
南
目
録
の
制
定

前
に
逑

べ
た
如
く
冏
師
已
前
に
あ
つ
て
は
列
組
何
れ
も
三
經
・
論
註
・
五
部
九
卷
等
の
法
義
を
悉
ぐ
傳
授
し
給
ふ
だ
が
、

こ
れ
ら
は
い
つ
れ
も
其
書
物
に
就
て
最
も
重
要
な
點
を
示
し
て
ロ
授
相
傳
せ
ら
れ
た
の
み
で
、
未
だ

一
定
の
形
式
を
具
備

し
て
は
ゐ
な
か
つ
だ
。
然
る
に
應
永
十
年
九
月
十
四
日
、
冏
師
六
十
三
歳
の
時
、

(
但
し
淨
土
傳
燈
輯
要
上
卷
に
收
む
る

所
の
指
南
目
録
に
依
れ
ば
、
應
永
十

一
年
九
月
十
四
日
釋
了
譽
六
十
三
歳
ε
記
し
て
あ
る
が
、
諸
傳
を
見
る
に
冏
師
は
暦

應
四
年
の
生
誕
で
あ
る
か
ら
、
若
し
こ
の
年
か
ら
起
算
す
れ
ば
、
六
十
三
歳
は
應
永
十
年
で
あ
る
)
五
重
指
南
目
録
を
作

つ
て
五
重
に
就
て
五
十
五
箇
條
の
口
傳
の
目
録
を
記
し
、
之
を
そ
の
弟
子
酉
譽
上
人
に
授
け
ら
れ
だ
o
そ
は
恐
く
は
從
來

一
〇

鰰



一
〇
二

の
如
く

一
定
の
形
式
が
な
か
つ
だ

な
ら
ば
後

世
に
至

つ
て
其

の
傳
法
の
内

容
が
亂

れ
て
ま

ち
ノ
丶

に
な
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
、
永
遠

の
規
定
を
作
る
必
要
が
あ

る
ε
認

め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ら
う
o

然

る
に
こ
の
五
十
五
箇
條
の
ロ
傳
の
外

に
.

な
ほ
多

く
の
ロ
傳
を
書
き
與

へ
ら
れ
た
も

の
ε
見
ね

て
、
指
南
目
録
の
終

り
に
は
、

「此
外
重

々
の
ロ
傳
具
さ
に
書
き
、
曲
し
く
顯
は
し
畢
ん

ぬ
」

巴
記
さ
れ

て
め
る
○
所

が
五
十

五
箇
條
は
指
南

目
録
に
記

さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
其
の
大
體
を

知
る
こ
巴
が
出
來

る
が
、

「
此
外
重

々
の
ロ
傳
」

ご
稱
す

る
も
の

丶
條
目
及

び
内
容
は
今

明
白

に
知
る
こ
ε
は
出
來

な

い
○
但
し
其
文
に

「
具
さ
に
書
き
曲
し

く
顯
は
し
畢
ん

鳳
」

ε
言
は
れ

て
あ

る

か
ら
書

き
示

さ
れ
た
も
の
で
あ
ら

ふ
ε
思
は

る

丶
が
、
餘
り
に
秘
密
に
し
た
爲

に
、
絡

に
失
は
れ
た
も

の
で
は
あ

る
ま

い

か
o或

は
叉
酉
師
の
著
述
で
あ

る
五
重
聞
書

一
卷
(
酉
仰
筆
餘
)指
南
目
録
集

二
卷
(蜘
鯱
)
五
重
拾
遺
鈔

二
卷
、
五
重

ロ
傳
鈔

一
卷
(甑

鱆
)
等
に
記

さ
れ
て
め
る
幾
多
の
ロ
傳
、

及
び
酉
譽

の
三
國
正
傳
ロ
授
心
慱
集

一
卷
に
記

さ
れ
て
あ

る
ロ
傳
を
指
す
の
で

は
な
か
ら

ふ
か
ε
も
考

へ
る
○

然
る
に

い
つ
頃
か
ら
で
あ

る
か
明
自
で
は
な

い
が
、
か
の
五
十

五
箇
條
を
本
傳

巴
稱
し
.
別

に
二
十
八
箇
條
を
設
け
て

之
を
末

傳
ビ
名

け
、
本
末
合
せ
て
八
十

三
箇
條

で
あ
る
ε
言
は
れ

て
あ

る
○
そ
れ
故

に
兩
賑
玄
談
の
著
者
寶
譽
顯
了
は
、

雨
脈
玄
談
中
卷

(
傳
燈
輯
要
中
卷
纜

一
)
に
於
て
、
慱
法

に
就

て
古
來
本

末
八
十
三
箇
條

ざ
稱

へ
て
居

る
が
、
指
南
目
録
を

案
す

る
に
、
そ
の
示
し
書

に

「
此
-外
重

々
の
口
傳
具

さ
に
書
き
曲
し
く
顯

は
し
畢

ん
澱
」

ビ
書

い
て
あ

る
か
ら
、

酉
譽

・



に
そ
れ
を
促

さ
れ
た
o
然

る
に
自
旗
上
人
は
未
だ
三
大
部

の
中
の
止
觀
の
研
究
を
終
ら
な

い
か
ら
、

こ
う
ぞ
暫
く
留

つ
て

そ

の
研
究
を
絡
ら
せ
て
頂
き
た

い
ざ
願
は
れ
た

が
三
祀

が
強

い
て
歸
り
來
れ

ビ
命
せ
ら
れ
た
の
で
、
止
む
な
く

一
時
鎌
倉

に
蹄
ら
れ
た
o
時
に
三
租
は
七
十

二
歳
、
上
人
は

二
十
歳

で
あ

つ
た
り

そ
の
後

臼
旗
上
人
は
再
び
叡
山

に
歸
ら
ん

ε
努

め
ら
れ
だ
が
、

三
祺
が
申

さ
る

丶
に
は

「
予
は
既

に
年
老
ひ
て
跡
を
繼

ぐ
べ
き
人

が
な

い
か
ら
、
是
非

ご
も
此
處

に
留

つ
て
、

止
觀
並
に
淨
土

の
敖
を
學
ん
で
呉
れ
よ
」

ε
の
懇
切
な
言

で
あ
つ

た
か
ら
、
止
む
な
く
思
ひ
止
ま

つ
て
そ
の
後
は
頗
る
熱
心
に
淨
土

の
敷
を
研
究
し
、
凡
そ
七
箇
年
の
間

に
(
文
永
二
年
か
ら

建
治
二
年
ま
で
)

淨
土
の
章
疏
を
盡
く
三
組

か
ら
相
承

さ
れ
た
。

然
る
に
そ
の
後

建
治
二
年
に
慈
心
禮
阿
の
請

に
應
じ
て
三
租
は
上
洛
し

て

宗
書
を

講
授
し
、
約
十

一
年

の
後

即
ち
弘
安
九
年

に
鎌
怠

に
歸
り
、
南
岳
大
師
傳
來

の
竹
布

の
袈
裟
並

に
劵
章
を
自
旗
上

人
に
租
傳
し

て
、
傳
法
相
承
の
信
證

こ
な
し
、
其
年
の
九
月
六

日
に
は
宗
脈

の
璽
書
を
も
賜
は

つ
た
o

さ
れ
ば
我
宗
の
傳

法

は
完
全

に
自
旗
上
人

に
傳

つ
た
ε

い
は
ね
は
な
ら

ぬ
。
(
述
聞
制
文
・
淨
全

一
一
畑
露
、
新
撰
往
生

傳
卷

一
・
淨
全

一
七

芍
恥

傳
法
浩
革
依
憑
詮
考
鮓
五
)

是
よ
り
先
き
三
祕
は
木
幡

の
慈
心

に
樹
し

て
傳
衣
附
法
し
て
劵
章
を
與

へ
ら
れ
た
o
然

る
に
慈
心
上
人
は
、
我
宗
門

の

後
繼
者

ざ
し

て
は
、
自
旗
上
入
が
最
も
適
材

で
あ
る
ε

い
ふ
こ
ご
を
知

つ
て
、
そ
の
劵
章
を
返

さ
れ
た
の

で
三
租
も
慈
心

の
志
を
容

れ
て
、
そ
れ
を
白
旗
上
人

に
相
傳
さ
れ
た
こ
ビ
が
良
榮
の
十
六
箇
條
疑
問
答
見
聞
に
記
さ
れ

て
あ
る
○

述
聞
制
文
を
開

い
て
見

る
芝
、
名

越
の
奪
觀

ε
白
旗
上
人
ε
の
問

に
於
て
傳
法

相
承
の
件

に
就

い
て
、
頗

る
抗
爭
の
あ

一
〇
三



一
〇

四

つ
た

こ
巴
が
明
か
で
あ
る
o
即
ち
三
祀
は
鎌
倉

に
在

る
こ
ざ
既
に
數
年
な
り
し

に
關

ら
す
、
適
當

の
人

が
な
か

つ
た
の
で

傳
法
相
承

さ
れ
な
か
つ
だ
が
、
建
治

二
年
三
租
上
洛
の
時
に
方

つ
て
尊
觀

巳
下

の
人

々
は
、
切

り
に
傳
法
相
承

の
書
状
を

賜

り
た

い
ε
懇
願
し
た
o
然
し
な
が
ら
三
租
は
そ
れ
を
許

さ
れ
な

か
つ
た
o

然
る
に
白
旗
上
人

に
は
特

に
傳
法
の
劵
章
を

與

へ
ら
れ
た

(
勿
論
此
は
秘
密
で
あ

つ
た

こ
ご

丶
思

ふ
)
所
が
名
越
の
奪
觀
は
所

々
に
於

て
公
言
し

て

「
我

こ
そ
は
鎭

西

の
嫡
流

で
あ
る
、
鎭
西
の
義
を
能

く
心
得

て
居

る
者

で
あ
る
、
鎮
西

の
正
義
は
だ

W
我
の
み
が
知

つ
て
居

る
o
か
の
良
曉

は
先
師
(
三
租
)
の
相
傳
を
聞

か
な
か
つ
た
、
た

や
理
眞
に
就

て
そ
れ
を
學

ん
だ
の
み
で
あ
る
」

ε
て
、
切

り
に
宣
傳
し
た

の
で
あ

る
o

因
よ
り
白
旗
ε
名
越

ざ
は
斯
る
抗
爭

が
あ

つ
た

の
み
な
ら
す
、
三
祀
上
人
の
寂
後

に
於

て
も

一
念
業

成
の
義

に
就

て
、
水
火

の
爭
論
が
あ
つ
た
の
で
あ

る
が
、
斯

う
し
た
記
録

の
殘

つ
て
あ
る
こ
ご
に
依

つ
て
、

一
層
そ
の
事
情
を
明

白

に
す
る
こ
ざ
が
出
來

る
〇

三
租

が
強

い
て
自
旗
上
人
を

呼
び
寄

せ
て
、
傳
法
相
承

さ
れ
た

こ
ε
も
三
租
滅
後

の
問
題
を

恐
れ
、
宗
義
の
混
亂
を
防

が
ん

ε
す

る
、
愛

宗
護
法
の
赤
誠
か
ら
迸
り
出

で
た
結
果
で
あ
る
。

白

旗
上
人
の
門
下

の
中
最
も
優
秀
な
人
材
は
即
ち
箕
田
の
定
慧

上
人

ご
、
太
田
の
蓮
勝

上
入

で
あ

つ
た
。
固
よ
り
定
慧

上
人
は
宗
乘
餘
乘

に
精
遘
し
た
立
派
な
學
者

で
あ
り
、
三
祀

巳
來
の
宗
戒
兩
脈
を
相
承
し
、
鎌
倉

光
明
寺
の
師
跡
を
繼

い

で
第

三
世
こ
な
ら
れ
た
こ
ε
は
當
然

で
あ
る
が
、
然
し
蓮
勝
上
人
も
亦
た
勝
れ
た
人

で
あ

つ
て
、
白
旗
上
人
か
ら
宗
脈

ε

璽
書

ご
を

相
傳
さ
れ
た
。
然
し
な
が
ら
ざ
う
か
ε
い

へ
ば
道
心
堅
固
な
隱
遁
者

で
、
餘

り
に
世
間

に
乘
り
出
し

て
講
説
す

る
こ
ご
を
好
ま
れ
な
か

つ
た
o
即
ち
晝
権
孜

々
ビ
し

て
念
佛
せ
ら
れ
た
徳
澤

が
普
く
四
邊

に
傳

つ
て
、
附
近
の
人

々
が
尊



總
譽

二
音
譽
の
頃
ま

で
に
、

こ
の
外
重

々
の
ロ
傳

ε

い
ふ
も

の

丶
中

か
ら
,
急

に
入
用
ら
し

い
口
傳
だ
け
を
選
び
出
し
て

か
の
本
傳

に
樹
し

て

こ
れ
を
末

傳
ビ
稱

へ
、
本
末
合
せ

て
八
十

三
箇
を
淨
土
宗
の
學
人
の
傳
法

ε
し
た

の
か
も
解
ら
な

い

が
、
然
し
確
實

に
は
そ
れ
を
知

る
こ
巴
は
出
來
な

い
L

巴
言
は
れ
て
あ
る
o

本
末
八
十

三
箇
條
の
中
、
本
傳
五
十

五
箇
條

の
事
は
、
指
南
目
録

に
明
了
に
記
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
全
く
疑

ふ
べ
き
餘

地
も
な

い
が
、
末
傳

二
十
八
箇
條

が
果
し
て
あ

つ
た

か
無

か

つ
た
か
、
傳
日
を
如
何

に
取
扱

ふ
の
で
あ
る
か
は
些

か
疑
問

で
あ

る
o
増
上
寺

に
傳

へ
ら
れ
て
あ

る
黒
谷
潮
呑

の
切
紙

に
は

「
増
上
寺
代

々
ロ
授
心
傳
多
し

ざ
雖
も
、
略
し

て
入
十

三

箇
の
口
傳
あ
り
、
其
内

三
十
七

箇
は
五
重

の
ロ
傳
な
り
、
是
も
事
多

き
故
に
略
し

て
肝
要
の
骨
目
五
重

に
九
箇
條
、
宗
賑

に
五
箇
、
圓
戒

に
三
箇
、
叉

一
箇

の
巳
證
、
璽
書

に
三
箇
叉

一
箇

の
巳
讃
あ
り
」

ε
言
は
れ
て
あ
る
か
ら
.
八
十
三
箇

の

ロ
傳
が
あ

つ
た
や
う

に
思
は

る

丶
が
、
然
し
熏
譽
在
禪
の
大
五
重
選
定
略
鈔

(
傳
燈
輯
要
下
卷
緲
四
)
に
は

「
縁
山
傳
前

に

相
慱
骨
目
八
十
三
箇
云
々
ε
、
此

の
義
恐
く
は
允
な
ら
す
、
大
切
紙
の
妄
は
別
に
辨
す
」
ご
記

さ
れ

て
あ
り
、

叉
釋
智
願

が

集
記
し

だ
大

五
重
傳
本

に
は
、

「
又
考

て
云
、

三
縁
山
五
重
相
傳
の
傳
語
の
言
葉

に
云
く
、
淨
土
宗
相
傳
の
骨

目
に
八
十

三
箇
條

あ
り
、
其
中
に
要
を
取

つ
て
今
之
を
傳
ふ
云
々
ご
、

今

謂
く
八
十
三
箇
條

ざ
は
、
初
重
よ
り
四
重
に
至
る
前

四
重

の
相
傳

に
五
十
五
箇
條
あ
り
、
第
五
重

の
相
傳
に
自

證
・
化
他
・
園
戒
・
布
薩
戒
・
璽
書
都

て
合
し

て
二
十
入
條
箇
あ
り
、
總

じ

て
合
し

て
八
十
三
箇
條

の
相
傳
骨
目

ざ
云

ふ
か
、
學
者
更
に
詳
か
に
思
擇

せ
よ
」
ご
書

い
て
あ
る
o
な
る
ほ
こ
こ
の
説
に

依
れ
ば
、
五
重
九
箇
條
、
宗
脈
五
箇
條
、
圓
戒

三
箇
條
、

一
箇

の
巳
證
、
布
薩

五
箇
條
、

一
箇

の
巳
證
、
璽
書
三
箇
條
、

"
〇
五



一
〇

六

一
箇
の
巳
證
、總
じ
て
二
十
八
箇
條
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
前
の
五
十
五
箇
條
ε
合
し
て
入
十
三
箇
條
こ
な
る
o
が
然
し
今
こ

の
説
に
就
て
考
ふ
る
に

「
初
重
よ
り
四
重
に
至
る
前
四
重
の
相
傳
に
五
十
五
箇
條
あ
り
」

こ
い
ふ
は
何
等
か
の
誤
り
で
は

な
か
ら
う
か
、
何
こ
な
れ
ば
指
南
目
録
に
從

へ
ば
、
初
重
か
ら
四
重
ま
で
の
相
傳
は
三
十
入
箇
條
で
あ
る
か
ら
第
四
重
ま

で
に
て
五
十
五
箇
條
ざ
い
ふ
は
不
合
理
で
あ
る
o

叉
淨
華
院
の

一
代
で
あ
つ
た
山
田
辨
承
上
人
は
曾
て
大
五
重
傳
目
ε
い
ふ
書
を
著
し
て
そ
の
中
に
末
傳
二
十
八
箇
條
の

傳
目
を
列
ね
ら
れ
た
か
ら
參
考
の
爲
に
轉
載
し
て
お
ぐ
、

◎
末
傳
二
十
八
箇
條
傳
目

8
作
者
次
第

口
三
國
三
代
三
國

二
代

日
必
得
往
生

ノ
釋
文
四
十
八
字

四
授
手
印
ノ
經
證
鵠
礪
撒
孵
卿
轍
圃
三
心
結

文

因
要
偈
道
塲
皺
蛎
二
幽
傳
法
由
來
齷
蜷
欄
鰍
囚
四
句
細
釋

伽
燒
香
ノ
慱
犯
癲
㊨
座
具
ノ
傳
殞
嶬
即
靭

口

五
重
自
證
門

倒
五
重
淺
略
ノ
傳

日
佛
祀
拜
念
並
知
鸚

面

鬯

者
回
向

国
睡
時
+
念

㈱
三
種
病
人
攝
化
縫

実

廻
心

聲
聞
往
生
機
囀
側
化
他
門
傳
調
鑛
灘
轆
化
G∂
都
部
傳

㊨
供
物
加
持

自
開
眼
發
遣

薗
看
水
傳

自
引
導
傳

岡
名
號

拜
念

こ
五
三
身
十
念

◎
璽
書
ロ
傳

蜜

書
名
字
黌

留

丈
章

留

殘
紙
鱧
紙

以

上



右
本
傳
五
十
五
、
末
傳
二
十
八
合

セ
テ
本
末
八
十
三
箇
條
ノ
ロ
傳
ト
稱

ス

但

シ
末
傳
二
十
入
ノ
條
目
ヲ
列

ス
〃
ハ
私
案
ナ
ソ
識
者
ノ
是
正
ヲ
乞

フ

辨
承

こ
の
説
も
叉
明
確
な
根
糠
を
指
示
さ
れ
て
な

い
の
で
な
ほ

一
種
の
不
安
定
を
免
れ
な

い
ご
思
ふ
o
叉
勤
息
義
城
上
人
は

其
遺
稿
の
指
南
目
録
並
ロ
訣
寫
に
於
て
、
「
隨
聞
記
に
し
誘
、
道
戚
爾
上
人
已
來
信
法
ε
(
五
重
自
證
)
傳
法
(宗
脈
化
他
)

ε
を
五
重
ざ
宗
賑

ざ
爾
度
に
分
て
傳
ふ
る
に
都
合
八
十
三
箇
の
傳
法
な
り
已
上
」
ε
記
さ
れ
て
あ
る
が
是
叉
不
明
了
の

點
が
あ
る
、
結
局
末
傳
二
十
入
箇
條
は
問
題
で
、
な
ほ
研
究
の
餘
地
が
あ
る
ご
思
ふ
Q

五
重
指
南
目
録
の
五
十
五
箇
條
は
下

の
如
し

(
傳
燈
輯
要
上
卷
編
○
)

五
重
指
南
目
銀

(外
題
)

了

譽

聖

冏

撰

淨
土
宗
安

35
相
傳
五
重
之
内

ロ
慱
指
南

(内
題
)

◎
初
重
四
個
條

　

　

　

　

一
題
號

二
破
戒
念
佛
第
二
機

三
愚
鈍
念
佛
第

一
機

四
和
語

此
外
有
二
一
箇
條
知
殘
一云
々

　

　

　

-̀　

◎
第

二
重
總
別
三
十
七
箇
條

ヘ
ノ

　

　

　

一
傳
法
要
偈

二
初
重
二
重
機
法
不
離
之
事

三
序
正
等

一
部
始
絡

一
行
三
昧
結
歸
之
事

四
宗
義
行
相
文
段
分
別

　

　

　

　

　

　

　

ヘ
ノ

ニ
箇
立
處
之
事

五

一
心
専
念
文
三
重
ロ
傳

亠ハ
五
正
行
丈
三
重
説
相

七

一
心
専
念
文
五
義
引
證

入
五
義
引
證

　

　

　

　

一
〇

七



一
〇
八

ノ

　

ノ

ハ

ノ

ト
フ

　

ノ

　

ヲ

ニ
フ

　

一
一
細
相
事

九
九
品
三
心
念
佛
三
心
云
事

一〇
多
實

少
盧
下
註
若
可
往
生

ロ
傳

=
三
心
五
字
習

ロ
慱

三
淨
土

く

く

ーh＼

く

ヲ

ノ

ニ
フ

　

ハ

ハ

コ

　

ノ

ハ

フ

の

ト

　

宗
心
行

二
字
習
事

三
竪
三
心
必
可
二
次
第

一横
三
心

一
心
邸
三
心

ロ
傳

一里
二
心
肝
要
習
二
第

二
深
心

一事

一五
三
心
中

　

　
..

.
　

　

　

　

　

　

第

三

心

爲

レ
醴
事

一六
一二
心
五
念
合
釋

ロ
傳

宅
奥
圖
總

別
大
意

ロ
傳

天
三
心

ロ
傳

晃
五

念

口

傳

二
〇
四
修

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

口
傳

三

三
種
行
儀

ロ
傳

一三
至
誠
心

口
傳

二
三
深
心

ロ
傳

二
四
回
向
發
願
心
口
傳

二
五
禮
拜
門

ロ
傳

ご
六
讃
嘆
門

ロ
傳

　

　

　

　

　

　

もク

　

　

　

　

　

　

二
七
作
願
門

口
傳

二
入
觀
察
門

口
傳

二
九
回
向
門

ロ
傳

三
〇
恭
敬
修

ロ
慱

…
無
餘
修
ロ
傳

三
こ
無
間
修
ロ
傳

三
三
長
時
修

口

　
..

　

　

.　

..　

...　

　

　

　

　

　

傳

三
四
尋
常
行
儀
ロ
傳

三
五
別
時
行
儀

口
傳

美
臨
絡
行
儀

ロ
傳

三
七
左
手
印
右
手
印

ロ
傳

此
外
有
二
一
箇
條
云
殘

一

　

　

　

　

◎
第
三
重

一
箇
條

　一
本
末

ロ
傳

此
外
有
二
一
箇
條
書
殘

一

　

◎
第
四
重

二
箇
條

　

　

一
本
末

口
傳

二
讃
嘆
門
稱
名

此
外
有
二
一
箇
條

云
壅

　

　

◎
第
五
重
六
箇
條

　

　

タ

　

　

　

一
別

ロ
傳

二
總
口
傳

三
傍
人
ロ
傳

四
氣
息

口
傳

五
凡
入
報
土

口
傳

亠
ハ
孚
金
色
傳

此
外

有
二
一
箇
條
書

く

く

く

r
丶

く

く

壅

ハ

テ

ル

ニ

ニ

キ

ク

シ

右
此

口
傳
依
レ
有
二其
志
一
雖

レ爲
二
骨
目
一
爲
二
弟
子
酉
譽

一以
二
目
録
幅
命
乙
指
南
一
者
也
、

此
外
重

々
口
傳
、

具

書
曲
顯



ヌ

ク

サ

テ

シ

ノ

畢
、
堅
守
二
此
旨

一、
可
レ
被
二
`̀
;
逋
1
之
状
、
如

砂
件

應
永
十

一
年
九
月
十

四
日

釋

了

譽
(
六
十
三
歳
)

四

冏
師
已
後
傳
法

の
三
轉

了
譽
聖
冏
上
人
は
、
始

め
了
實
上
人
の
弟
子

ざ
な
り
、
次

い
で
蓮
勝
上
人

に
從

つ
て
學

び
、
其

の
勸

め
に
依

つ
て
定
慧

上
人

に
就

い
て
圓
頓
戒
を
研
究
し
。
そ
の
相
傳
を
受
け
ら
れ
た
か
ら
、
若
し
宗
脈

に
就

て
言

へ
ば
、
了
實

上
人
の
後
を
承

け

て
、
宗
租
大
師
か
ら
第
七
代
の
嫡
流
で
あ
り
、
戒
賑

相
承
の
上

か
ら
言

へ
ば
、
定
慧
上
人

の
後
繼
者

で
、
宗
祀
大
師

か

ら
第
六
代

の
嫡
弟

で
あ

る
o

而
し
て
こ
の
冏
師
か
ら
傳
法
の
形
式
が

一
定
し
た
の

で
あ
る
が
、
な

ほ
ぞ
の
後

に
時
代
に
從

つ
て
變

邏
し
、

凡
そ

三
期

の
變
轉
が
あ
る
o
ま

つ
其

の
第
二

期
は
、
冏
師
が
瓜
連
の
常
幅
寺

に
住
職
さ
れ
て
か
ら

(
至
徳
三
年
住
職

)
約
十
七
入
年

の
間

に
、

一
宗
の
傳
法
を
研
究

し
整

理
し

て
鎌
倉
光
明
寺

の
良
順
上
人

ε
相
談
し
、

三
卷
七
書
の
書
傳

ε
、
五
十

五
箇
條

の
ロ
傳
を

五
重

ざ
定

め
、
そ

の
他

の
書
傳
、

口
傳
を
附
傳

ε
し
て
永
代
弘
逋
の
規
則
を
定

め
、
應
永
十
年
九
月
十

四
日
、

五
重
指
南

目
録
を
作

つ
て
、
是
れ
を
酉
譽
上
人

に
授

け
、
我
宗
の
要
義
を
傳
法

さ
れ
た
o

然

る
に
從
來
は

こ
の
三
卷
七
書

の
外

の
論
註
御
疏
等

に
も
書
傳

ε
ロ
傳

芝
が
あ

つ
た
こ
ビ
は
明
か
で
、

前
に
も
述

べ
た

如
く
か
の
鎭

西
上
人
は
、
三
經
・
論
註
・
安
樂
集
・
御
疏
等
を
、

一
一
讀

ん
で
記
圭
禪
師
に
傳

へ
ら
れ
た
こ
ε
は
、
决
疑

鈔
の

絡
の
文

に
依

つ
て
明
自

で
あ

る
が
、

こ
れ
が
部
ち
書
傳
で
あ

つ
て
、
そ
れ
に
も
種

々
の
ロ
傳
が
あ
つ
π
に
違

い
な

い
Q

そ

一
〇
九



二

〇

れ
を
書
物
に
書
き
顯
し
て
纒

め
た
も
の
が
即
ち

ω
敷
相
+
入
逋
で
あ
る
。
さ
れ
ば
酉
譽
の
+
入
逋
裏
纛

に
は
、
昔
は
み

な

口
傳
多
し

巴
雖
も
了
譽
上
人

の
御
代
に
至

つ
て
、
末
代
廢
忘

の
爲

に
之
を
記
し
給

へ
り
、
大
權

の
慈
悲
仰
で
之
を
信
じ

以

て
之
を
肝
心

ε
す

べ
し

ざ
記

さ
れ
て
あ

る
o
ム
、そ
の
十

八
通

だ
は
、

　

　

ヘ
ノ

　
ロノ

0
鑿

曩
の
内

髪

馨

の
内
序
題
門

棲

鼕

の
内
釋
名
門

嚶

義
分
の
内
書
・門

伍
玄
義
分
の
鏖

人

　

　

　

　

差
別
門

六
玄
義
舜

の
内

定
散

料
簡
門

七
玄
義
分
の
内
經
論
相
違
門

入
玄
義
分

の
内
得
忍
分
門

九
序
分
義

の
内

_

　

　

　

　
.

_

　

　

　

　

十
定
善
義
の
内

工
敷
相
亂
切
紙
(
三
重
玄
義
大
事
)

+
二
敷
相
亂
切
紙
(
法
事
讃
大
事

)

+
三
敖
相
亂

切
紙

(
觀
念
法
門

.

..

..

　

_

　

　

　

_

　

　

　

　

大
事

)
+
四
敖
相
亂
切
紙
(
般
舟
讃
大
事

)

+
五
敖
相
亂
切
紙
(
論
註
大
事
)

+
六
敷
相
亂
切
紙
(
安
樂
集
大
事

)

+
七
敷
相
亂

　

...

.

　

.　

　

　

切
紙
(
群
疑

論
大
事

)

+
八
敷
相
亂

切
紙
、
(
往
生
要
集
大
事

)
已
上
十
八
逋

で
あ
る
が
、

そ
の
各
逋
の
終
に
は

い
つ
れ
も

　

み
な

「
右
代

々
相
傳
の
趣
件
の
如
し
、
釋
了
譽
在

判
、
沙
門
了
實
在
判
、
沙
門

良
順
在
判
」

ε
記
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、

代

々
相
傳
の

口
决

で
あ
る

こ
ビ
は
勿
論
で
あ

る
o

而

し
て
印
度
支
那

日
本
に
於
け
る
列
祀

の
著
述
を
憑
り
所

ざ
し
、
特

に
善
導

の
敷
義
に
依

つ
て
、
淨
土
往
生

の
要
領
を

選
び
集

め
た
も
の
が
、
即
ち
選
擇
集

で
あ
り
、
叉
そ
の
選
擇
集
等

に
依

つ
て

一
層
要
點
を
精

選
し
た
も
の
が
即
ち
授

手
印

で
あ
る
o
然

れ
ば
こ
の
授
手
印
を
中
心

ビ
し

て
三
卷
七
書

が
選
述

さ
れ
て
、

こ

丶
に
此
書

を
中
心
ざ
し
た
五
重
傳
法
が
構

成
さ
れ
、
指
南
目
録

が
作
ら
れ
て
之
を

②
酉
譽
上
人

に
授
け
ら
れ
だ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
五
重
傳
法

が
傳

々
相
承
し

て
増
上

寺
の
第
三
世
音
譽
聖
觀
上
人
の
中
頃
ま
で
、

部
ち
文
明
元
年
の
頃
ま

で
約
六
十
七
年
間
繼
續
し
た
か
ら
之
を
往
古
の
傳
法



ビ

い

ふ

の

で

あ

る

o

ω

十

八
通

の
編
纂

に
際

し
て
、
良
順

上
人

と
相
談

さ
れ
た

こ
と
は
、

か
の
十

八
遖

の
各
通

の
終

に

い
つ
れ
も
了
暴
.
了
實
.
良
順

の
署
名

が
あ
る
か
ら
明
か

で
あ

る
。

然
る
に
今

こ
の
五
重

口
傳

の
瘍
合
も
相
談
さ
れ
た
か
否
か

は
確
證
を
見
な

い
が
、
然
し
既

に
十
入
通

の
時

に
相
談

が
あ

り
叉
冏
師

が
哲

譽
上
人

に
傳
法

さ
れ

た
時
、
良
順

上
人

は
な
ほ
存
命

で
あ
り
、
か

つ
叉
良
順
上
人

は
詑
屯
禪
師

の
後
裔

で
、
定
慧

上
人

の
後
を

承
け
て
鎌
倉

光
明
寺

の
第
四
世
と
な

つ
た
人

で
あ

る
か
ら
、

一
應
相
談

し
て
宗
門

の
大
事
を
確
定

す
る

の
が
當
然
で
あ
る
、
故

に
兩
脉
玄
談

中
眷

(
傳

燈
輯
要
中
卷
三
一紙
)

に
は

「
了
霽

上
人
は
良
順

上

入
と
相
談

の
上
、

三
卷

七
書

の
書
傳

と
五
+

五
箇

の
ロ
傳
を

五
重

と
定

む
」

と
記
さ
れ

て
あ
る
。
+
八
通

の
編
纂

の
年
代
に
就

て
は
諸
説

が

一
定

し
な

い
。

即
ち
鎭
流
麗
傳
譽
二

藩

全

驫

甦
)
了
譽
の
傳
に
は
嘉
慶
元
年
と
い
ひ
、
新
撰
往
生
傳

一
(
淨
全

憙

斤
)
に
は

「嘉
慶
元
年
定
慧
公
の
命
を
奉
じ

て
傳
籍
十
八
通
を
輯

録

し
、
良
順

了
實

二
公

の
蓮
屠

を
講

ふ
て
以

て
末
流

に
傳

ふ
」

と
言

は
乳

て
あ

る
。

又
了
譽

上
人
繪

詞
傳

下
卷

八
紙

に
は
嘉
慶

二
年

の

作

と

い
ひ
、
淨
土
宗
史

(
淨
全

二
〇
瓶

駟
)
は
此
と
同
じ
。
然

る
に
了
實
上
人
は
嘉
慶

元

ヰ
の
前
年
即

ち
至
徳

三
年

に
入
寂

さ
れ

た
か
ら
、
嘉

慶
元
年

の
著

述

と

い
ふ
は

や
ふ
不
合
珊

の
や
う
に
思
は

る

エ
か
ら
兩
脉
玄
談
中
卷

(
輯
要
中
卷
三
一
紙
)
に
は
、
「
現
存

の
十

八
通

に
は
蓮
署

ば
か

り
に

て
年
月
な
し
、
若

し

定
惠

上
人
御

存
生
中
な

ら
ば
應
安

三
年
十

二
月

(
此
年
定
慧

寂
す
)
よ
レ
前

の
事
な
る

ぺ
し
、
若

し
定
慧

の
滅
後
了
實
公
御

存
生
中
な

ら
ば
至
徳

三
年

十

一

月

(
此
年
了
實

寂
す
)
巳
齣

の
事
な
り
」

と
言

は
れ

て
あ

る
。
若

し

こ
の
説

に
從

へ
ば
嘉
慶

元
年
よ
り

も
前

.
即

ち
了
實

上
入
御
存
命
中

の
作

と
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
が
、
然

し
鎭

流
組
傳

の
説

の
如
く
嘉
慶

元
年

の
作

と

い
っ

て
も
差

支
な

い
譯

で
あ
る
。
何

と
な
れ
ば
了
實
上
人

の
御
生
存
中

に
相
談

し
署
名

さ
れ

た
も

の
を
、

そ
の
翌

年
即
ち
嘉
慶

元
年
に
發
表
し
た
も

の
と
す
れ
ぽ
、
大
し
た
問
題

で
は
な
か
ら
ふ
と
思
ふ
。

叉
兩
脉
玄
談

の
定
慧

上
人

の
御
生
存
申

と
い
ふ
説

は
、

冊
師

は
當
時
な
ほ
遊

學
中
で
あ

る
か

ら
恐
く

は
不

可
で
あ

る
。
即
ち
定
慧

上
人

の
意
志
を

承
け
.て
と

い
ふ
意

味
で
あ
ら

ふ
。
十
入
逋
等
傳
書

の
著
述
は

鬪
師

瓜
蓮
常
寺
住
職

(
周
師
四
十

八
歳
)

の
後
即

ち
至
徳

三
年
以
後

で
あ
ら
ふ
。

叉
鎭

流
組
傳

二
卷

(
淨
全

一
七
駟

甦
)
西

師

の
傳

に
は
、
嘉
慶

元
年
か
ら

六
年

の
後
、
即

ち
明
徳
四
年
十

二
月
+

八
通

を
相
傳
さ
れ
た
と
書

い
て
あ

る
。

一

一

一



一

一
二

②

酉
譽

上
人

の
傳
法

粗
承

に
藐

て
鎭

流
祕
傳

二
谷

(
淨
全

一
七
瑚

甦
)
酉
師
傳

に
は
、
「
明
徳

四
年

十
二
月
十

八
傳
を
襲
ぎ
、
應
永
十
年
九

月
璽
書

を
傳

ふ
」
と

あ
り
、
新
撰
往
生
傳

一
卷
酉
師
傳

(
淨
全

一
七
魄

彫
)
淨
土
宗
史

(
淨

全

二
〇
厳

瓢
)
越
智

氏
の
淨
土
宗

年
譜

も
略

ぼ
之
と
同
樣

で
あ
る
。

然
る
に
兩
脉
玄
談

中
卷

(
輯
要
中
譽

一三

紙
)
に
は
、

「
應
永
十
年
九
月
十
八
日
、
二
重

の
傳

心
鈔
成

る
、

閥
公

六
十
三
歳
な
り
、
此

に
於

て

三
卷

七
軸
且
ハは

れ

り
、
叉
指
南

目
録
を

以
て
酋
譽

上
人

に
御
付
囑

な
さ
れ

た
も
即

ち
此
年

な
9
、
云
々
」

と
書

い
て
あ
る
。

こ
の
詑
事
か
ら
見
る
と
應
永

十
年

に
傳
法

さ
れ

た
や
う
に
も
思

は
る

訟
。
が
然
し
な

が
ら
七
卷
書

の
奥

書
を
檢
す

る
に
、
徹

心
鈔

は
明
徳

元
年

の
著
邇

で
、
明
徳

三
年

に
酉

譽
に
授

與
し
、
銘

心
鈔

は
明
徳

う

三
年
の
著
述
で
、
明
徳
四
年
に
酉
譽
に
授
與
し
、
傳
心
鈔
は
應
永
四
年
の
著
述
で
、
應
永
十
年
に
酉
譽
に
授
與
さ
れ
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
か
ら
、
此
等
の

書
物
は
後
世
の
如
く

】
時
に
相
傳
し
た
の
で
は
な
く
て
、
漸
次
に
之
を
相
承
し
、
三
卷
七
書
が
完
成
し
た
後
、
即
ち
應
永
十
年
に
、
三
巻
七
書
の
ロ
傳
を
纒

め
て
、
五
十
五
箇
條
と
し
て
授
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
ふ
。
然
れ
ば
即
ち
完
全
に
傳
法
の
終
つ
た
の
は
、
矢
張
り
應
永
十
年
、
閥
師
六
十
三
歳
の
時
と
見
る

が
適
當
で
は
あ
る
ま
い
か
o

而

し

て

こ
の
往

古

の
傳
法

相
承

の
方

法
は

、

前
後

合

せ

て

一
百
十

四

日
間

で
、

此

の
間

の
加

行

ε
し

て
は
、

晝

夜
六

時

に
。

禮

拜
懺

悔

.
念

佛

誦

經
等

を

修
す

る

こ

ε
極

め

て
慇
懃

で
あ

つ
た
o

又

こ
の
間
を

前

行

ε
正

行

ざ
に
分

ち
、

初

の
七

日
を

前

行

ε
し
、

後

の

一
百
七

日
を

正

行

ε
し

だ
り
叉

こ
の

一
百
七

日

の
中

、

初

の
七

日
を

正
く

五

重

の
傳
法

ε
し

た
o

其
方

法

は

こ
の
七

日

の
問
、

毎

日
晨

朝

・日
中

・
初

夜

の

三
時

に

、

三
卷
七

書

を

講
讀

し
、

其

の
要

所

要

所

に
至

つ

て
、

五

十

箇

條

の
ロ
傳
を

傳

へ
、
而

か
も

七

日
の
間

に

於

て
三

卷
七

書

の
講

讀

を
終

り
、
五
十

五

箇
條

の

ロ
傳

の
中

、

知

殘

・
云

殘

.
書

殘

等

の

五
箇
條

を

除

い
て
、

五
重

傳

法

の
五
十

箇

條

の

口
傳
を

悉
く

終

る
の

で
あ

つ
た
o

而

し

て
こ

の
後

百

日

の
間

に
、

三
經

・
論
註

・
安
樂

集

・
五
部

九

卷

・
往

生

要

集

・
選
擇

集

・
東

西

宗
要

等

を

講
讀

し
、

こ

の

間

に
列

祀

著
作

の
末



書
秘
慱
等
を
參
考
し

て
我
が
正
流
分
正
義
を
慱

ヘ
ザ

本

ロ
傳
の
外

の
枝
末
の
口
傳
を
も
傳

へ
る
の
で
あ
る
。
叉
こ
の
百

日

の
滿
夜
に
方

つ
て
.
彼
の
本

ロ
慱
の
中

に
あ
る
知
り
殘
し

・
書
き
殘
し

.
言

ひ
殘
し
等
の
五
箇
の
ロ
傳
を
授
け

る
の
で
あ

る
o
故

に
こ
れ
ら
の
五
箇
の
傳
を
、
孚
夜

の
傳
若
く
は
後
夜

の
傳
ε
言
は
れ
て
あ

る
Q
巳
上
が
往
古
傳
法
相
承
加
行
の
大

要

で
あ
る
○

次
に
第

二
期
は
増
上
寺
の
第
三
世
音
譽
聖
觀
上
人
の
時
、
音
譽
上
人
が
時
機
を
鑒

み
て
、
傳
法
加
行
の
方
法
を
改
革
さ

れ
た
の
で
こ
れ
が
即
ち
中
古
の
傳
法

巴
言
は
れ
て
あ

る
o
其
方
法
は
ま

つ
是
ま
で
の

一
百
十

四
日
の
中

の

一
百
日
の
正
行

を
轉
じ
て
前
行
巴
し
、

三
經
、
論
註
等

の
講
讀

は
、

卆
日
の
修
學

に
讓

つ
て

こ
れ
を
省
略
し
、
殘
り

の
十
四

日
を
以

て
正

行

ビ
し
て
、
禮
讃

等
の
行
法
の
如

く
に
之
を
勤

め
、
其
間
に
三
卷
七
書
を
譜
讀
し
、

五
十
箇
條

の
本
傳
、

二
十
八
箇
條

の

末

傳
を
も

口
授
し
、
第

二
七
日
の
夜
孚
、
帥
ち
第
十

四
日
の
夜
宇
に
至

つ
て
、
昔

の
如
く
知
殘
等

の
五
箇
の
口
傳
を
傳

へ

だ
の
で
あ

る
G

こ
れ
が
中
古
の
傳
法

で
あ
る
が
、
其
時
期
は
、
音
譽
上
人
の
中
頃
即
ち
文

明
元
年
の
頃
か
ら
、
増
上
寺

の

第

十
世
戚
譽
上
人
が
増
上
寺
に
晋
山
さ
れ
た
初

の
年
、
師
ち
永
祿
六
年
の
頃
ま
で
約
九
十
年
間

で
あ

つ
た
o

而
し

て
第

三
期

は
威
譽
上
人
の
時
、
其
方

法
が
大

に
變
更
さ
れ
た
o
そ
は
當
時
は
足
利
時
代

の
末
期

に
屬
し
、
國
内

が

卆
穩

で
な
か
つ
た
か
ら
、
人
皆

な
安
ら
か
に
學
業
を
修
す
る
暇
な
く
、
淺
學

未
熱

に
し
て
薗
國

に
歸
ら
ん

こ
す

る
者
が
多

か

つ
た
o

そ
れ
故

に
道
譽
戚
譽
等
の
諸
師
が
相
談
し

て
、
略
式
の
相
傳
を
案
出

さ
れ
た

の
で
、

こ
れ
が
謂
ゆ
る
淺
學
相
承

で
あ
る
o
大
立
の
五
重
綱
要
義

に
依

る
に
、

「
昔
は
五
重

ご
圓
戒
を
同
時

に
授

る
例
で
あ
つ
だ
が
、
戚
譽
上
人

の
頃
は
天

一

一
三



=

四

下
が
亂

れ
て
,
四
國

・
西
國
ゲ
北
國

・
奥
州
等

か
ら
來

つ
て
學
業
を
修
す
る
信
徒
ら
も
、
兵
亂

の
爲

に
長
く
逗
留
す

る
こ

ε
が
出
來
す
、
僅

か
に
二
三
年
間
修
學
し
て
國

に
蹄

つ
て
院
主

ε
な
つ
た
か
ら
。
學
文
の
カ
が
充
分

で
な
か
つ
た
o
そ
れ

故

に
π

w
五
重

の
み
を
授
け
た
、
そ
れ
は
丁
度
在
家
の
結
縁

ε
殆

ん
ざ
等
し

い
も
の
で
あ

つ
て
、
决

し

て
圓
頓
戒
を
相
傳

す

る
こ
ご
を
許

さ
な
か
つ
た
。
然

れ
ば
修
學
十
五
年
已
上
を
經
過
し
た
者
に
始

て
宗
脈
ε
圓
戒
を
許
す
規
定

で
あ

つ
た
Q

そ
の
事

は
家
康
公

の
三
十
五
箇
條

に
、

「
淨
土

ノ
修
學
十
五
年

二
至

ラ
ザ

ル
者

ニ
ハ
、
爾
賑

傅
授

ア
ル
可

ラ
ズ
」

ご
規
定

さ
れ

て
あ
る
こ
巴
に
依
て
明
か
で
あ

る
。
彼
の
含
岌

の
腹
内
か
ら
出
だ
傳
書
の
軌
則
も
甚
だ
古

い
傳
法

で
、
五
重

ε
圓
戒

ε
を
同
時

に
傳

へ
た
も
の
で
あ

つ
た
」

ε
記

さ
れ
て
あ
る
o

即
ち
中
古
已
來

一
度

に
勤

め
た

二
七

日
の
加
行
を
七

日
間
づ

丶
二
回
に
勤

め
、
前
年
後
年

の
兩
年

に
分
ち
、
初
の
年
を

五
重

(
自
證
)
巴
名

け
、
其
後
相
當

に
年
限
を

經
て
學
業

の
大

に
進

ん
だ
時

に
、
之
を
授
け

て
宗
賑

(
化
他

)
ご
稱

へ
、

戒
脈

も
叉

こ
の
時

に
相
傳
す

る
の
例

で
あ

つ
た
o
而
し
て
其
傳
法
は
八
十
三
箇
條

の
中

か
ら
最
も
必
要
な

も
の
を
選
取
し

て
、
五
重
の
時
は
九
箇
條
、
宗
脈

の
時
は
五
箇
條

ど
三
箇
條
を
授
け
、
是
を

傳
法
の
規
期

巴
し

て
こ
の
後
永
く
行
は
れ
た

今
其

の
箇
條
を
記

せ
ば
、

◎
五
重
九
箇
條

　

　

　

　

　

　

一
觸
香
傳
(
附
塗
香

ε
燒
香
の
傳
)

二
座
具
傳

三
五
重
自
證
門

の
慱

四
授
手
印

の
傳

五
五
邁
五
箇
の
慱

六

　

-
'
・

.
_

.

.
　

,_,　

.　

.　

　
..

　

　

　

面
上

の
傳

七
三
種
病
人
の
傳

八
未
回
心
聲
聞

の
傳

九
氣
息

の
傳

　

　

u



◎
宗
脈
五
箇
條

三
箇
條

の
中
初
に
五
箇
條

　

　

　

ヘ
ノ

　

一
宗
賑

以
上
化
他
門

の
傳

二
都
部

の
傳

三
授
手
印
の
傳

四
總

口
傳

五
凡
入
報
土

の
傳

　

.　

　

.

.　

.　

◎
次
に
附
ロ
傳
三
箇
條

　

　

　

一
引
導

の
傳

二
洒
水
の
傳

三
開
眼
發
遣
の
傅

　

.　

　
.

◎

加

行
の
三
轉
を
表
示
せ
ば

百
曹

宀
禦

習

鼎
㌧
初
七
呈

重
撰
⊥
耄

書
講
讀
幸

箇
條
曷

奮

⊥
舘

慰

灘

鞳

箇
售
傳

百
+
四
日⊥
儲

口
群

[
齣
薪

蕪

鞴
灘

條
本
傳
-
廿
八
箇
條
末
傳
ロ
傳

　
カ
ギ
　
セ

ロ
　

　
　
　
む
　
　　

　
　
　　
　

二
七

日
一

後
↑

吉

⊥
賑

(化
他
了
毒

五
箇
條
'
附
暴

三
箇
條

又
都
部

に
就

て
は

(
五
重

の
時

に
は
五
重
を

五
逋
に
し
て
授
け
る
が
、
宗
賑

の
時

に
は
都
部
を
傳

へ
る
o

こ
の
都
部

は

五
逋
を

み
な
つ
ぎ
合

せ
て

一
卷

ε
し

て
授

け
る
か
ら
都
部
ε

い
ふ
)
大
玄
の
五
重
綱
要
義
に
依

る
に
、

「
昔
は
五
重

ε
圓

一

一
五



一
=
ハ

戒

巴
同

日
に
授
け
た

の
で
あ
る
が
戚
譽
の
時
代
に
天
下

が
亂

れ
て
、
遠
國

の
僧
徒
は
關
東

に
永
く
留

る
こ
ビ

が

出

來

な

い
、
そ

れ
故
に
初
學
の
者
に
は
圓
戒
を
許
さ
す
、
十

五
六
年
を
經

て
始

て
圓
戒
を
許
し
た
が
、
圓
戒

の
外
に
又

一
種
を
加

へ
る
の
が
宜
し
か
ら
ふ
ε

い
ふ
の
で
都
部
を
造

つ
て
圓
戒

に
添

へ
た
の
で
あ
ら
う
o

こ
れ
は
五
重

ご
圓
戒

ご
を
兩
度

に
傳

へ
た

こ
ε
か
ら
起

つ
だ
の
で
あ
る
Q
或

る

一
説

に
都
部
は
戚
譽

が
作

つ
だ
の
で
あ

る
ご

い
ひ
、

叉

一
説

に
は
威
譽
よ
り
少

し
以
前
に
造
ら
れ
た
の
で
あ

る
ε
も

い
ふ
が
、
然
し
種

々
の
説

か
ら
考

へ
て
、
恐
く
は
戚
譽

よ
り
も
少
し
以
前

に
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
ら
う
L

巴
記

さ
れ
て
あ
る
。
然
し
伊
香
立

の
新
知
恩
院
に
は
大
譽

が
全
譽

に
授
け
た
都
部

ど
全
譽

が
周
譽

に

授

け
た
都
部
の
卷
物
が
殘

つ
て
ゐ
る
か
ら
隨
分
古

い
時
代
か
ら
行
は
れ
た
こ
ざ
は
明

か
で
あ
る
。

以
上
は
戚
譽
流
で
あ
る
が
、
遘
譽
流
ざ
幡
隨
意
流
は
、
傳
目
が
少
し
違

つ
て
ゐ
る
か
ら
、
參
考
の
爲

に
記
す
こ
ご

丶
し

た
o
即
ち
道
譽
流
は
五
重
八
箇
條
、
宗
脈
十

一
箇
條

で
あ
る
o

◎
五
重
八
箇
條

巴
は

　

　

　

　

　

　

一
塗
香
觸
香
傳

二
燒
香
慱

三
座
具
傳

四
五
逋
五
箇
傳

五
三
國
傳
來

ロ
授
心
傳

六
三
國
三
代
三
國

二
代
傳

　

　

　

　

　

　

　

　

(
附
孚
金
色
慱
)

七
助
證
歟
傳

入
授
手
印
傳

　

　

◎
次
に
宗
賑
十

一
箇
條

　

　

　

　

　

　

　

一
都
部
傳

二
宗
脈
化
他
門
傳

三
形
状
形
名
傳

四
凡
入
報
土

傳

五
傍
人
傳

六
氣
息
傳

七

三
種
病
人
傳

.　

　

　

　
.

.　

.　

　

　

　

　

　

入
引
導
傳

九
助
證
歟
傳
(
附
三
五
七
瓧

の
ロ
訣

)

;
後
夜
念
佛
傳

=
授
手
印
傳

　

　

　

　



次

に
幡
隨
意
流
に
就

て
は
、

未
だ
良
書
を
得
な

い
か
ら
余
自
ら
も
未
だ
確
信
を
持
た
な

い
が
、

嵯
峨

の
立
道
上
人

の
記

録
の
著
聞
集
第

二
十
九
卷
に
記
さ
れ
て
あ
る
も
の
を
試
に

こ
丶
に
記
せ
ば
、
五
重
入
箇
條
、
宗
脈
十
箇
條
で
あ

る
。
(
但
し

望
月
氏
の
佛
敖
大
辭
典

一『
薫
に
は
五
重
十
三
箇
條
ざ
い
ふ
叉
大
玄
の
圓
布
顯
正
記
下
(續
塗

五
盡

)
の
説
も
や

、異
つ

て
ゐ
る
)

靈
巖
寺
傳
法

(
當
寺
者
大
巖
寺
流
也
)

◎
五
重
八
箇
條

　

　

　

ヘ

ナ
レ
し

　

一
塗

香
燒
香

二
坐
具

三
五
逋
五
箇
伝
・
第
五
重
信
者
佛
祀
相
承
十
念
ロ
傳
也
是
.唯
仰
信
分
.
云
レ
信
也

四
第
五
重

　

・　

・__・

-

　

ニ
ハ

ノ
ヲ

ト
シ
ナ

ノ

ヘ
ル
ト

ス

ハ

ト

ス

　

ニテ

ヲ
ル
テ

面

上
・
大
巖
寺
流

代

々
右
旋
婉
轉

文

證
據

佛

右

移

相
傳

今

大
巖
寺

相
逹

五
ロ
授
心
傳
・
能
化
ロ

十
念

授

ト

ト

ス
ル
テ

　

テ

ニ

ニ

く

ク
ヒ
テ

ス

　

云
二
心
傳
一
也

亠
ハ
凝

思
十
念
・
十
處
相

一
々

心

淨

餘
縁
無

思

凝

七
總

ロ
傳

云
ニ
ロ
授

】
所
化
驀
向

領
納

　

　

　

ヲ

ス

八
授
手
印
・
觀

經
授
手
迎
接

模

自
證
往
生
决
定
之
印
可
也

　
◎
宗
賑
十
箇
條

の
籐

密

部

口
宗
脈
之
體
二
朧
鷂

(
私
云
瓜
連
堰
上
寺
ニ
ハ凡
入

報
土
爲
ゴ
宗
脉
之
體
一也

)

四
策

鐘
打
也

黌

慧

.絡

.處
+
念

溝
,
旬
三
種
病
人

匂
後
鏖

轟

驟

意
川
引
導

砦

二+
九
箇
條
懇

庖
外
二
箇
條
簾

往
生
等

幻
攀

傳

　

　

　

　

ヒ

ニ
モ
ア

レ

ト

テ

テ

レ

ハ

ヲ

ト

者
.縱
令

牛
馬
六
畜

全
阿
彌
陀
如
來

思

十
念
授

面
見
彼
佛
阿
彌
陀
即
得
往
生
安
樂
國
也
於
毛
天

阿
彌
陀
如
來

ル

　

ニ

テ

スル
ト

ス

見

也

十
圓
相
者
・彌
陀
攝
取
圓
光
中

亡
者

收
入

念
想

　

一

一
七



一

一
八

◎
圓
頓
戒

　

　

一
戒
體

二
圓
戒
本
據
諸
法
寂
滅
相
不
レ
可

以̀

レ
言
宣

一

　

　
.,

◎
布
薩
戒

　

　

　

　

　

一
得
名

二
知
識
結
縁

三
圓
相

四
租
師
段

五
黒
印

く

ぐ
、

く

く

く

ニ

◎
璽
書

是
宗
脈
之
許
可
也
二
十
年
滿

授
・之
也
有
二
三
箇
慱
一

　

　

　

一
璽
書
例
二神
璽

一

二
無
一一定
文
章
一

三
殘
紙

　

　

　

右
天
和
三
癸
亥
霜
月

二
十

一
日

靈
巖
寺
第
五
代
名
蓮
献
義
譽
蒙
光
連
的
(在
判
)

自
二幡
隨
意
和
爾
一所
傳
之
人
也

右
幡
隨
意
和
徇
四
代
孫
幡
蓮
瓧
典
譽
臼
隨
意
和
㈲
筆
記
也

以
上
傳
法
相
承
の
三
轉
の
大
要
を
述

べ
た
が
、
斯
の
如
く
傳
法
が
改
革
さ
れ
だ
そ
の
理
由
は
、
始
め
遘
譽
上
人
が
、
天

文
年
中
生
實
の
大
巖
寺
を
建
て
ら
れ
た
時
、

傳
法
を
改
革
す
る
の
必
要
が
あ
る
ざ
認
め
て
そ
れ
を
改
め
ら
れ
た
。

然
る

に
そ
の
後
増
上
寺
の
第
八
世
呆
譽
上
人
の
讓
り
を
受
け
て
第
九
世
ε
な
り
、
凡
そ
九
年
の
後
再
び
大
巖
寺
に
歸
ら
れ
た
o

所
が
か
の
呆
譽
上
人
の
弟
子
に
戚
譽
上
人
が
あ
つ
て
、
道
譽
の
讓
を
受
け
て
増
上
寺
の
第
十
世
ざ
な
ら
れ
た
が
、
當
時
の

瓧
會
の
朕
態
か
ら
、
傳
法
改
革
の
必
要
を
痛
戚
さ
れ
た
o
然
る
に
道
譽
上
人
は
既
に
生
實
に
隱
居
さ
れ
た
後
で
あ
る
か
ら



そ
れ
を
そ
の
儘
踏
襲
す

る
こ
ご
は
如
何

で
あ
る
か
巴
考

へ
て
.
遒
譽
上
人

ε
相
談
し
道
譽
上
人

の
傳
法
を
基
礎

冠
し
て
更

ら
に
そ
れ
を
改
正
し

こ

丶
に
戚
譽
流
の
傳
法
が
起
り
、

こ
の
後
永
く
増
上
寺
の
傳
法
の
定
式

ざ
な
つ
た
の
で
あ
る
〇

五

化
他
五
重

の
起
源

化
他
五
重
は
三
河
の
大
樹
寺
の
開
山
勢
譽
愚
底
上
入
か
ら
始
ま

つ
た
○
愚
底
上
人
は
培
上
寺
の
開
山
酉
譽
聖
聰
上
入

の

弟
子
な

る
了
曉
上
人
の
弟
子
で
あ

つ
た

が
、
諸
國
を
遊
化
し

て
三
河
國
宇
禰
部

の
阿
彌
陀
院
に
留
ま
り
、
後

に
鴨
田
の
西

光
寺

に
住
職

さ
れ
た
。
時

に
岡
崎

の
城
主
源
親
忠
公

(徳
川
家
康
公
六
世
の
租
、
即
ち
信
光
、
親
忠
、
長

親
、
信
忠
、
清

康
、
廣
忠
、
家
康

ε
次
第
す
)
其
徳
風
に
歸
依
し
、
常
に
法
義
を
問
は
れ
だ
が
、

あ
る
時
親
忠
公

は
上
人

に
黝

っ
て
、
「
常

々
貴
師
が
御
越
し
下

さ
つ
て
お
示
し
下

さ
る
所

の
敷
は
、
私
が
病
床

に
李
臥
し

て
、
安
ら
か
に
往
生
す

る
時
の
用
心
で
あ

る
ざ
思
ひ
ま
す
、
が
然
し
私
は
固

よ
り
弓
馬

の
家

に
生
れ
、
戰
塲
に
斃

る

丶
覺
悟

で
あ

り
ま
す
、

然
れ
ば
晝
夜
孜

々
ざ
し

て
.
出
來
得
る
限
り
武
術
を
鍛

ひ
、
敵
を
倒
し
國
を
守
り
,
以
て
國
家

の
安
泰
を
圖

る
は
、
是
れ
亦
た
武
士

の
習
で
あ
り

ま
す
o
然
し
な
が
ら
甲
を
被
り
戟
を
持
ち

つ

丶
敵

に
樹
ひ
、
彼
等
を
殺
害
す

る
こ
巴
の
甚
だ
罪
悪
な
る
こ
ε
を
考

へ
、

そ

の
報

の
苦
を
想

ふ
時
、
怯
懦

の
心

に
襲

は
れ
す
に
、
ざ
う
し

て
居

る
こ
ご
が
出
來
ま
し
や
う
か
、

そ
れ
か

ど
言

ふ
て
徒
ら

に
爾
手
を
束
ね
膝
を
屈
し
生

擒
斬
戮

の
辱
を
若
し
被

る
ε
し

だ
な
ら

ば
、

そ
れ
こ
そ
天
下

の
物
笑

ひ
ざ
な
り
武
士

の
堪

へ

難
[き
班
辱

で
あ
り
ま
す
、
叉
若
し
自
匁
に
そ
の
身
を
傷

け
、
矢
石
を
冐
し

て
突
入
し
、
た

い
進

あ

つ
て
退
去
な
き
。
驍
勇

は
誠

に
樹

ぶ
べ
き
も
、
然
し
な
が
ら
そ
の
際

に
は
、
忿
怒
が
非
常

に
激
し
ぐ

て
、
殺
心
少
し
も
止
ら
す
、
念
佛
す

べ
き
暇

一

一
九



一
二
〇

が
全

く
な

い
の
で
あ
り
ま
す
、
何
等

か
の
よ

い
方
法
で
武
士

の
ま

〉
に
て
往
生

の
出
來

る
都
合

の
よ

い
法
は
な

い
で
し
や

う
か
、

こ
れ
に
就

て
は
私
は
誠

に
困

つ
て
居

り
ま
す

が
L

ビ
尋

ね
ら
れ
た
o

そ
の
時
上
人
は
從
容

ご
し

て
、

「
李
生

に
御
話
し
た
事

は

い
つ
れ
も
み
な
此

の
事

で
あ
り
ま
す
。
然

る
に
公
が
之
を
領

解

す
る

こ
ご
の
出
來

な
い
の
は
、
安
心
が
未
だ
决
定
し

て
ゐ
な

い
か
ら

で
あ
り
ま
す
o
我
宗

に
は
傳
法

巴
い
ふ
も
の
が
あ

り
ま
す
o
是
は
即
ち
三
國
傳
來
の
秘
贖

、
往
生
淨
土

の
眞
訣

で
あ
り
ま
す
o
宗
租

巳
來
歴
代

の
組
師

が
傳

々
相
承

し
て
私

に
至
り
ま
し
た
が
貴
公

に
傳

へ
て
往
生
の
用
心
を
决
定

さ
せ
て
あ
げ
た

い
ε
思
ひ
ま
す
、
然

れ
ば
今
後

一
七

日
の
問
は
世

務

に
關

せ
す
、
身
心
を
齋
潔

に
し
、
禮

拜
念
佛
を
な
さ

い
ま
せ
、
そ
れ
は
此

法
を
相
傳
す

る
規
定
の
儀
式

で
あ
り
ま
す
か

ら
、
是
非

巴
も
其

れ
を

行
つ
て
貰

い
た

い
ざ
思
ひ
ま
す
」

ざ
申
さ
れ
た
o

そ
れ
を
聞

て
親
忠
公
は
大
に
歡

び
敖
の
如
く
に
實
行
さ
れ
た
、

そ

こ
で
上
人
が
懇
ろ

に
串

さ
る

丶
に
は

「
傳
法

こ

い
ふ

　1
;_1
は
他

か
の
事

で
は
あ
り
ま

せ
ん
、

た

や
往
生

の
用
心
を
决
定
す

る
の
が
肝
要

で
あ
り
ま
す
○
凡
そ
天
下

の
人

々
は
、

千
氏
萬
姓
、
細
別
す
れ
ば
限
り
も
な

い
が
、
總

じ
て
之
を
束

ぬ
れ
ば
、
士
農
工
商
の
四
民
あ
り
ま
す
、
四
民
相
待

っ
て
其

業

に
安
す

る
こ
ご
は
、
恰

か
も
頭

巴
足

ざ
が
相
資

け
て
以

て
行
く

こ
ε
が
出
來

る
や
う
な
も
の
で
あ
り
ま
す
o
我

が
敖
か

ら
之
を
觀

れ
ば
、
劒
を
横

へ
て
馬
に
騎

る
も
、
水
を
漑

い
で
田
を
耕

へ
す
も
、
斧
を
揮

つ
て
木
を
け
つ
る
も
、
み
な
是
れ

菩
薩

の
大
悲

の
行
、
利
盆
衆
生

の
相
で
あ
り
ま
す
。
御
經
の
中
に
治
生
産
業

、皆
興
二
實
相
一
、
不
二
相
違
背
一
ε
説
か
れ
て
あ
る

の
は
即
ち
斯
樣
な
意
咏
で
あ
り
ま
す
Q
中

に
於

て
士

は
是
れ
四
民
の
長

で
あ
り
、
か

つ
叉
寓
姓

の
雄
で
あ
り
ま
す
」

ε
て
、



懇
ろ
に
説
明

さ
れ
た
の
で
、
親
忠
公

は
大

に
喜

び
、

「
た

い
往
生

の
安
心
を
决
定
し
た
の
み
な
ら
す
、
兼

て
軍
族
經
國

の

要

策
を
得

た
」

ε
て
、
ロ
决
を
慱
受
し

て
盆

々
念
佛
を
勵
ま

れ
た
o
文
明
七
年
古
戰
塲
な
る
伊
田
野

に
於

て
、
其
亡
靈
を

弔
は
ん
が
爲

に
、
新
た
に
大
樹
寺
を
建

て

丶
、
上
人
を
請
し
て
開
山
第

一
世

ご
仰
ぎ
、
大

に
奪
敬

を
加

へ
ら
れ
た
。
他

日

家
康
公

が
我
宗

に
蹄
依
し
大

に
保
護
を
加

へ
ら
れ
た
の
も
、
决

し
て
偶
然

で
は
な

い
の
で
あ

る
o

前
述
の
如
く
化
他
五
重
は
勢
譽
上
人
か
ら
始
ま

つ
た
が
、
然
し
元
和

の
法
度

に
、

「
在
家
の
人

に
樹
し
て
は
、
五
重
血

脈
を
相
慱
せ
し
む
可
ら
ざ
る
の
事
」

ε
規
定

さ
れ
て
あ

る
逋
り
、
在
家
の
人

に
は
絶
樹
に
血
脈
を
與

へ
な
か

つ
た
や
う
で

あ
る
o
又
五
重
を
授
く
る
も
特
別
の
人
で
な

い
限
り
は
、
容
易

に
そ
れ
を
授
け
な
か

つ
た
。
江
州
安
土
の
淨
嚴
院

に
は
天

正
年
間
の
古

い
過
去
帳

が
あ
る
が
、
其

の
多
ぐ
の
戒
名

の
中
に
、
譽
號

の
あ

る
の
は
甚
だ
少
な

い
、
そ
は
恐
く
は
當
時
五

重
を
受
け
た
者

の
少
な
か
つ
た
結
果
で
あ
ら
う
o

因

に
譽
號

の
起
原
を
言

へ
ば
、

我
宗

の
譽
號
は
、
定
慧

上
人

の
時
、
上
人
同
學

の
惠
光

が
居

た
藤
澤
の
寺
は
、
沙
彌

に

至

る
ま

で
み
な
阿
號

が
あ

つ
た
か
ら
、
上
人
は
其
れ
に
獨
し

て
こ
の
果
號

を
立

て
、
自
ら
良
譽

だ
稱

へ
ら
れ
だ
の
で
あ

る

(
こ
の
譽
號
は
散
善
義
の
五
種
の
嘉
譽
を
根
據

ε
し
た
も
の
で
あ
る
)
冏
師
も
亦
其
相
傳
を
承

け
て
了
譽

ε
稱
し
、
其
後
次

第

に
繼
續
し
、
五
重

の
血
脈

に
は
必

歩
譽
號

が
付
與

さ
れ
だ
も
の
で
あ
る
o
在
家

の
譽
號
を
與

へ
る
こ
ご
に
就

て
は
、
未

だ
明
確
な
典
據
を
見
出

さ
な

い
が
、

恐
く
は
出
家

ざ
同
樣

で
あ
ら
う
o

(
淨
宗
護
國
篇
・
淨
全
一
圭
ハ
即
、
淨
統
略
讃
・
續
淨
全

僉

節
、
吉
水
瀉
叛
訣
第
四
・
傳
燈
輯
要
工

津
)

=
=



一
二
二

六

含
岌
上
人

の
侮
法
事
變

我
宗
の
慱
法

相
承
に
就

て
、
含
岌

上
人

の
事
變
の
あ

つ
た
こ
ε
を

こ

丶
に

一
言
し
な
く

て
は
な
ら

な

い
Q

(
了
吟

の
著

含
牛
上
人
傳
に
は
含
牛
ざ

い
ひ
、
大
立
の
著
述

に
は
み
な
含
岌

ビ

い
ふ
、

傳
法
沼
革
依
憑
詮
考

に
云
く
、
後

に
岌
に
改
む

芝
)
含
岌
上
人
は
始

め
道
譽
貞
把

に
就

て
出
家
し
九
が
、
後

に
牛
秀

に
從

つ
て
嗣
法
し
た
。

そ
の
法
系
は
鎌
倉
光
明
寺
の

第
十
四
世
法
譽
智
聰
上
人
の
弟
子

に
貞
安
あ
り
、
貞
安

の
弟
子

に
牛
秀
あ
り
、
含
岌
は
即
ち
牛
秀

の
弟
子

で
あ
る
o
然

る

に
牛
秀

は
戚
譽

に
嗣
法
し
、
含
岌

は
牛
秀
に
嗣
法
し
た
の
で
あ
る
か
ら
含
岌

は
即
ち
戚
譽
流
に
屬
す

べ
き
人

で
瀧
山
の
大

善
寺
の
第

二
世
で
あ

る
o

含
岌
の
傳
法
に
關
す
る
事
件
は
、
諸
書
に
多
く
記
さ
れ
て
あ
る
が
、
大
玄
の
圓
戒
啓
蒙

(續
淨
全
九
鋲

)
並
に
了
吟
の

含
牛
上
人
傳

(
淨
全

一
八
姻
駟
)
の
記
事

が
最
も
詳
細

で
あ
る
か
ら
、
今
此
等
の
書

に
依

つ
て
其
大
要
を
記
す

こ
ご

丶
し
た

圓
戒
啓
蒙

に
依

る
に
大
玄
偲
正
が
、
直
接

に
義
山
上
人
か
ら
聞

か
れ
た
ε

い
ふ
話

の
要
領
は
斯
う
で
あ

る
。

昔
は
關
東

の
諸
檀
林
の
中

で
、
鎌
倉
を
本
山

遒
し
て
其
他

は
皆
な
末
山

巴
稱

へ
、
有

ら
ゆ
る
傳
書
は
皆

な
本

山
に
藏

め

て
决
し

て
他
山

に
は
出

さ
な
か
つ
た
○
叉
諸
山
倶
に
件
頭
か
ら
直
ち
に
轉
し

て
其
山
の
山
圭

ざ
成

る
の
が
恒
例
で
、
决
し

て
他
山
か
ら
は
移
轉
し
な
か

つ
た
○
家
康
公

の
治
世
慶
長
元
和

の
頃
、
鎌
倉
の
伜
頭
含
岌
上
人
は
、
才
能

の
最
も
勝
れ
た

人
で
。
所
化

の
人

々
は
皆
な
歸
服
し
て
ゐ
た
が
、
本
來
短
慮

の
性
質

で
、
常

に
忿
怒
す
る
こ
ざ
が
多
か

つ
た
の
で
、
塔

頭

の
者

ε
不
和

で
あ

つ
た
o
其
頃
先
住
入
滅
し
、

一
山

の
大
衆

は
何
れ
も
み
な
上
人
を
推
し
て
山
主

ざ
し
た
○
そ
の
頃
偶
ま



家
康
公

が
鷹
狩
の
途
次
光
明
寺
の
邊
を
邁
ら

れ
た
o
(
一
説

に
秀
忠
公
鶴
岡
入
幡
宮
參

拜
の
時
ビ

い
ふ
、
傳
法
澹
革
依
憑
詮

考

に
は
家
康
公
上
杉
征
伐

の
途
次
、
鶴
岡
入
幡
宮
參
拜
の
時

ε

い
ふ
o
然
し
な
が
ら
若
し
上
杉
征
伐

の
時
巴
す
れ
ば
、
慶

長
五
年
で
あ

る
が
、
種

々
の
點
か
ら
考

へ
て
是
は
少
し
早
き
に
過
ぎ
る
ざ
思
ふ
o
越
智
氏
の
淨
土

宗
年
譜

に
は
、
含
岌

の

事
變
を
慶
長

十
九
年

ご
さ
れ
て
あ

る
が
恐
く
は

こ
の
頃
か

芝
思
ふ
○

)

そ
こ
で
家
康

公
は
此
寺
の
名

は
何
ん

ざ
い
ふ
か
、

住
職
は
誰
れ
で
あ

る
か
ε
尋
ね
ら
れ
た
時

.
塔
頭
の
信

が
、

寺
號
は

光
明
寺

巴
申
し
ま
す
が
然
し
無
住

で
あ
り
ま
す
唯
だ
看
主

が
あ

る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す

ざ
答

へ
た
o
家
康
公
は
看
主

な
れ

ば
立
寄

る
に
は
及
ば

ぬ
ざ
仰
せ
ら
れ

て
通
過

さ
れ
た
o
含
岌
上
人
は

こ
の
事
を
聞
て
大

に
怒
り
、
本
山
の
有
ら
ゆ
る
傳
書

を
取
り
集

め
て
關
西

に
至
り
、

江
州
及
び
大
阪
に
至

つ
て
大
阪

に
西
往
寺
を
建

て
、
次
で
京
都
に
來
り
四
條

の
西
念
寺
、

五
條
の
上
徳
寺
に
住
し
、

叉
大
宮
の
高
辻

に
西
往
寺
を
建

て

丶
此
寺

に
往
し
自

己
の
木
像
を
作

つ
て
其
寺

に
安
鐙
し
、
其

像
の
腹

の
中

に
彼
の
傳
書
を
納

め
、
决
し

て
人

に
は
見
せ
な
か

つ
た
o

し
か
の
み
な
ら
す
叉
誓

を
立

て

丶

「
若
し
我

が
滅
後

に
之
を
取

り
出
す
者
が
あ
る
な
ら
ば
.
即

ち
現
罰
を
與

へ
ん
」

ε

誓

言
し
た
o

そ
れ
故
に
こ
の
後
は
誰
人
も
み
な
之
を
恐
れ
て
、
敢

て
手
を
觸

る
属
者

は
な

か
つ
た
o
然

し
な
が
ら
其

が
爲

に
關
東
の
す

べ
て
の
傳
書
が
斷
絶
し
た
ざ
。

了
吟
の
含
牛
上
人
傳
に
依

る
に
、
此
時
光
明
寺
の
末

寺
で
あ
る
玉
繩

の
二
臈

寺
の
住
職
某

が

(
一
説

に
幡
隨
意
上
人

ε

い
ふ
)、

本
山

の
古

い
目
録
を
傳
持
し

て
ゐ
た
か
ら
、
そ
れ
を
再
び
光
明
寺
の

住
職

に
傳

へ
て
、
辛

ふ
じ
て
其
の
欠
陷
を
補

つ
た
、
そ
れ
故

に
か
の

二
幅
寺
の
名
を
改

め
て
二
傳
寺

ε
稱

へ
た

こ
傳

へ
ら
れ

一
二

一二



一
二
四

て
あ
る
。

若
し
大
玄

の
圓
布
顯
正
記
卷
下

(
讀
淨
全

一
五
屈
駟
)
に
依
れ
ば
、
光

明
寺

の
末
寺

で
あ
る
葉
山

の
相
幅
寺
、
新

梨
の
光
徳
寺
の
住
職
が
相
談
し
て
書
き
集

め
だ
も

の
が
、
光

明
寺

の
傳
法

芝
な

つ
た

ど
記

さ
れ

て
あ

る
o

圓

戒
啓
蒙
等

に
依

る
に
、
其
後
増
上
寺

の
第

二
十

世
南
譽
雪
念
上
人
深
く
之
を
歎
き
、
黒
谷
第

二
十
八
世
潮
呑
上
人

の

所

へ
使
を
遣
は
し

て
傳
法
を
求

め
ら
れ
だ
o
潮
呑
曰
く
、

予
も
詳
し
く
は
覺

へ
て
ゐ
な

い
が
、
唯
だ
少
し
許
り
記
臆
し

て

ゐ
る
ε
て
、
寛

永
十
六
年
十
月
十

日
の
日
付

で
切
紙

二
一二
逋
を
賠
ら
れ
た
o

之
が
即

ち
有
名

な
潮
呑
の
切
紙

巴
稱
す

る
も

の
で
五
重

九
箇
條
、
宗
脈

五
箇
條
、
圓
戒

三
箇
條
、

又

一
箇

の
巳
證
、
璽
書
三
箇
條
、
叉

一
箇
の
巳
證

で
あ

つ
た
o

而
し

て
南
譽
が
傳
書
の
依
頼
状
を
往
譽
潮
呑

に
遞
ら
れ
だ
そ
の
文
書

が
今
黒
谷
に
殘

つ
て
ゐ
る
か
ら
、
參

考
の
爲

に
轉

載
す

る
。

壇

上
寺
南
譽
上
人

の
書
號

(寛
永
+
六
年
六
月
)

便
縁
喜

一
書
合
二
啓

上
一
候
、
春
中
御
左
右
承
候
、
以
後
者
音
信
不
逋
之
故
御
堅
固
歟
無
二
心
元
}
存
計
候
、
愚
老
事
者
當

夏
無
二
何
事

一、
法
門
談
塲

一
日
も
無
二
懈
怠

吋成
就
仕

候
、
爰
元

へ
御
下
向
候
得

か
し
、
當
寺
國
師

之
如

二
御
代
一
仕
置
漸

々
佛
法
盛

に
成
懸
申
候
、
近
代
法
領
衰
微
之
體
笑
止
に
思
召
候
は
ん
、
此
度
報
謝
口
日
口
鱧

に
候
、
就

レ其
當
寺
先
年
之

ロ
傳
相
承
、
貴
老
之
御
前
に
可
レ有

存
候
間
哀
御
下
向

候
得
か
し
、
樣
子
承
度
念
願
迄
に
候
、
委
細
期
二
其
節

一候

恐
惶
謹
言

増
上
寺



林
鐘
二
十
五
日

南

譽

(花
押
)

黒
谷
之
閑
居
往
譽
上
人

返
々
雲
光
院
無
事
に
繁
昌
被
仕
候
間
、
可
レ有
二御
心
易
一
候

巳
上

同

上

人

書

賦

(寛
永
+
六
年
閏
主

月
)

今
度
山
上
檢
校
便
宜
に
、當
寺
代
々
就
レ中
從
二國
師
一之
口
傳
無
レ殘
附
與
之

一
卷
慥
請
取
申
、幸
觀
智
大
和
術
之
直
授
存

難
有
存
候
、
扨

々
自
他
共
に
老
筆
者
眼
力
勞
候
處
に
、直
書
及
事
當
寺
之
報
謝
不
レ徹
二心
肝
一者
不
レ可
レ有
此
儀

候
、
野

信
も
翻
二鳩
眼
一具
に
他
入
に
倉
二傳
授
一之
條
可
レ有
二御
心
易
一候
、若
來
春
於
二御
下
向
一者
期
二其
節
一候

恐
惶
謹
言

追
而
貴
寺
當
住
よ
り
念
珠
貳
連
遞
被
レ下
候
、
此
度
禮
書
を
可
レ進
候
得
共
御
心
得
頼
申
候
.
隨
而
當
座
下
之
儀
國
師

以
來
者
、
修
行
も
衰
微
之
體
に
聞
候
處
を
再
興
之
起
レ志
弘
法
無
二懈
怠
一候
、
然
共
末
世
之
故
及
二
料
簡
一候
、

以
上

閏
霜
月
十
六
日

培
上
寺

南

譽

(花
押
)

黒
谷

閑
居
老

此
外
な
ほ
増
上
寺
の
業
譽
上
入
の
傳
書
に
關
す
る
書
歌
も
黒
谷
に
あ
る
が
今
は
之
を
略
し
て
お
く
o

而
し
て
其
後
黒
谷
の
第
三
十
三
世
廣
譽
順
長
上
人

(含
牛
傳
に
は
闡
譽
順
超
ご
い
ふ
、
恐
く
は
誤

で
あ
る
Q
順
長
上
人

は
延
寶
四
年
に
寂
す
)
其
弟
子
順
波
に
命
じ

「聞
く
所
に
依
れ
ば
高
辻
の
西
往
寺
に
は
(
黒
谷
末
寺
)、
開
山
含
岌
上
人
の

木
像
の
腹
の
中
に
、
鎌
倉
本
山
の
傳
書
が
藏
め
ら
れ
て
あ
る
巴
云
ふ
こ
こ
だ
か
ら
、
汝
は
其
を
出
し
て
來
て
呉
れ
」
ご
申

=

一
五



一
二
六

さ
れ
た
o
順

波
上
人
は
命
を
承

け
て
西
往
寺

に
往

き
像
の
前
に
進
み
、
頸
を
抜

か
ん

ε
し
だ
時
に
、
忽
ち
眩
瞑
し

て
昏
倒

し
た
。
傍

の
人
は
之
を
見

て
藥
を
與

へ
て
蘇
生

せ
し

め
、
板

に
載

せ
て
黒
谷
に
歸
り
、
種

々
に
看
護
を
加

へ
た
が
數
月
の

後
終

に
絶
命
し
た
Q
其
後
も
な
ほ
此
像

に
は
、

種

々
の
異
變

が
多
か

つ
た
の
で
、

誰
人
も
更
ら
に
手
を
觸

る

丶
者
は
な
か

つ
た
巴
傳

へ
ら
れ
て
あ
る
o

然

る
に
増
上
寺

の
第
三
十
五
世
湛
譽
門
周
大
僧
正
が
、
増
上
寺
御
在
職
中
、
知
恩
院
門
主
尊
統
法
親
王
が
培
上
寺
に
御

留
學
の
時

(
簣
永
七
年
)
圓
戒
を
受

け
給

ふ
べ
き
御
沙
汰
が
あ

つ
だ

か
ら
、
大

僭
正
は
關
東

に
は
如
法
の
規

則
が
絶

へ
て

ゐ
る
、
然
れ
ば
義
山
上
人

に
そ
れ
を
尋

ね
た
ら
ば
宜
し
か
ら
ふ

巴
て
、
梁
道
上
人

に
命

じ
て
其
の
譯
を
義
山
上
人

に
告
げ

た
o
義

山
は
そ

こ
で

一
七

日
間
水
浴
し
、
別
時
念
佛
を
修
し
邃
に
含
岌

の
像
の
中

か
ら
總

て
の
卷
物
を
取
出
し
た
が
、

そ

は
含
岌
自
筆

の
三
卷
の
卷
物
で
、
即
ち
五
重
傳
法
軌
劉
、
古
本
授

菩
薩
戒
儀
、
庭

儀
軌
劉
各

一
卷

で
あ
つ
た
o

(
五
電
綱

要
義

卷
上

に
は

こ
れ
は
寶
永
七
年

で
あ

つ
た
ざ

い
ふ
)
而
し

て
そ
れ
を
梁
道
上
人
に
寫
さ
せ
て
之
を
大
僭
正
に
賂

つ
た
○

然
し
故

ゐ
つ
て
御
門
主
は
御
受
戒
を
中
止
し
給

ふ
た
。
然

る
に
大

僧
正

の
弟
子

の
貞
鏡
上
人
が
、
寶
暦

二
年

二
月

二
十

五

日
に
そ
の
三
軸
を
鎌
倉

の
光
明
寺
に
寄
賂
し
た

ざ
慱

へ
ら
れ
て
あ

る
Q
巳
上
は
大
玄
信
正
が
義
山
上
人

や
貞

鏡
上
人
か
ら

聞
き
傳

へ
ら
れ
た
大
要

で
あ
る
。
但
し
余
が
甚
だ
不
審

に
思

ふ
の
は
、
含
岌

上
人

の
體
内

か
ら
出
た

こ
稱
す

る
五
重
慱
法
軌

則
の
内
容
が
傳

へ
ら
れ
て
な

い
こ
巴
で
あ
る
o
既

に
貞
鏡
上
人
が
其

の
三
軸
を
鎌
倉

の
光
明
寺

に
寄
鱠

し
た

ぜ
傳

へ
ら
れ

て
あ

る
か
ら
或
は
鎌
倉

に
保
存

さ
れ
て
あ

る
か
も
知
れ
な

い
が
、
其
他
に
そ

れ
が
傳

へ
ら
れ
て
な

い
ざ

い
ふ
こ
ご
は
頗

る



不
審

で
あ
る
o

或
は
潮
呑
の
切
紙

ご
全
く
傳
目
が
同
樣

で
あ

つ
た
爲

に
別
に
寫
し

て
お
く
必
要

が
な
か

つ
た
の
で
あ
る
か

も

知
れ
な

い
が
、
免
も
角
義
山
上
人

の
如

き
文
筆

に
忠
實

な
る
人
が
何
故
に
轉
寫
し
て
保
存
し
な
か

つ
た
か
、

或
は
余

の

寡
聞

に
し

て
そ
れ
を
熟
知
せ
ざ
る
に
由

る
か
G

而
し

て
了
吟

は
含
牛
傳
に
於

て
含
牛
の
佳
職

に
就

て
考
證
し

て
云
く
、
鎌
倉

の
璽

書
手
次
を
考
ふ
る
に
、
含
牛
上
人
は
本

山
の
住
職

で
は
無

か
つ
た
で
あ
ら
ふ
9
何

な
れ
ご
慶
長

五
年
十
月

二
十
五
日
、
本
山
住
持

二
十
九
世
長
譽
良
把
上
人

は

璽
書
を
同
三
十
世
洞
譽
岌
杷
に
授

く
、
元
和
元
年
四
月
六

日
洞
譽

よ
り
源
譽
隨
流
に
授
く
、
元
和
三
年
五
月
六

日
、
源
譽

よ
り
深
譽
傳
察

に
授

く
寛
永
入
年
十

一
月
六

日
、
深
譽
よ
り
圓
譽
廓
源

に
授
く
、
上

の
如

く
含
牛
上
人
の
手
次
な
し
、
故

に
住
職

で
は
な
く

て
幹
事

で
あ

つ
だ

に
違

い
な

い
ε
○
然
し
な
が
ら
含
岌

に

一
時
光
明
寺
に
住
職
し
た
が
、

か
の
事
變

に

依

つ
て
光
明
寺

に
黝
し

て
仇
を
な
し
た

か
ら
、
世
代
に
入

る
べ
き
價
値
な
し

ざ
て
、
後

世
之
を
除
名
し

て
手
次
の
譜
賑
を

作
製
し
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
、

即
ち
洞
譽
岌
把
の
後
、

源
譽
隨
流
の
前

の
頃
に
、
含
岌

が
暫
く
住
職
し
た
の
で
は
あ

る

ま

い
か

巴
思
は

る

丶
が
然
し
な
ほ
更
に
研
究

の
餘
地
が
あ
る
o

(圓
布
顯
正
詑
卷
下
天
照
山
世
代
の
項
、
(續
淨
全
一
五
瓶
駟
、
)鎌
倉
光
明
寺

誌

(
淨
全
一
森

讐

)

而
し
て
西
往
寺
は
今
現

に
大
宮
高
辻
西
入

る
所

に
あ
る
可
成
立

汳
な
寺

で
あ

る
が
、
曾

て
天
明
の
大
火

に
方

つ
て
、
寺
は

す

つ
か
り
燒
失
し
た
か
ら
、
含
岌
上
人
に
關
す

る
記
録
は
、
今

は
全

く
失

は
れ
た
○
但
し
そ
の
當
時
開
山
堂
は
墓
所
の
附

近

に
別

に
あ
つ
た
爲

に
、
上
人

の
木
像
は
幸
に
し

て
火
災
を
免
れ
た

巴
傳

へ
ら
れ
て
む
る
o
今

そ
の
木
像

は
本

堂
の
脇
壇

一
二
七



=
天

に
安
置

せ
ら
れ
て
あ
る
o
(
巳
上
は
西
往
寺
住
職

大
西
冏
寛
氏
の
所
談

)余
は
去
月
西
往
寺

に
參

詣
し

て
そ
の
木
像
を
拜
見

し
た
が
、
御

丈
二
尺

一
寸
七
分

の
木
坐
像

で
、
右
手
に
拂
子
を
持

つ
て
左
の
手
に
之
を
受
け
、
眼
光
烱

々
た

る
御
容
姿

で

あ

る
○

そ
の
腹
中

に
今
術

ほ
傳
書
が
存
在
す

る
か
否
か
は
疑
問

で
あ

る
が
、

住
職
大
西
氏

で
さ

へ
も
未
だ
檢

べ
た

こ
ε
が

な

い
ざ
言
は
る

丶
の
で
、
余
も
ま
た
拜
見
し
な
か

つ
た
o
而
し

て
上
人
の
法
號
は
、
源
蓮
瓧
秀
譽
上
人
含
岌
大
和
徇

ご
い

ひ
寛

永
七
年
十

二
月
八

日
に
示
寂
さ
れ
た
o

因

に
黒
谷
潮
呑
切
紙
の
事

に
就

て
少
し
逋

べ
て
お
き
た

い
ε
思

ふ
o
潮
呑
の
切
紙
は
寫
本

ピ
し

て
慱
は
り
、
大

正
大
學

に
善

い
寫
本

が
あ

る
o
然

る
に
此
切
紙
に

二
種
あ

つ
て
大
正
大
學

の
寫
本
は

二
種
合
冊
に
さ
れ
て
あ
る
o
其
中
第

一
は
縁

山
所
藏
の
卷
物

で
、
諸
種

の
點

か
ら
察

す
る
に
潮
呑

が
南
譽
雪
念

に
逡

つ
だ
も
の

ど
思
は
る

丶
も
の
で
、
其
外
題

に
は

「
無

題
秘
傳
書
全
」

ε
書
し
、
内
題

に
も
ま
陀

「無
題
秘
傳
書
全
」

ご
書
し

,
次
に
究

竟
大
乘
等

の
四
句
の
偈
文
を
記
す
O
而

し

て
終
に
南
譽
雪
念
の
需

に
應

し
其
れ
を
遞

つ
だ
事
情
が
蓮

べ
ら
れ
て
あ
る
Q
次

に
第

二
は
黒
谷

に
於

て
潮
呑
が
秘
藏
し

た
本
の
轉
寫
本

ご
思
は

る

丶
も

の
で
、
其
の
外
題

に
は

「
朝
呑
傳
黒
谷
不
出
」

ε
書

し
、
其
肩
書
に

「
流
轉
門
之
切
紙
」
「
黒

谷
二
十
八
世
」

巴
書
し
、
其
下

に

「
學
頭
預
」

逕
い
ふ
印
が
押

さ
れ

て
あ

る
O

叉
其
表
紙

の
見
返
し

に
華
頂
山
の
實
譽
大

僭
正
が
寄
附
さ
れ
だ
こ

ご
が
書

い
て
あ
る
か
ら
、
此
本
は
昔
し
黒
谷

に
あ

つ
た
.
潮
呑

の
切
紙

の
寫
本
を
、
實
譽
大
信
正

が
縁
山

の
學
頭

へ
寄
附

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
巴
が
推
定

さ
る

丶
o
然

れ
ば

こ
の
二
本

の
中

一
本
は
南
譽
雪
念

の
所
持
、

一
本

は
潮
呑
の
所
持
本

の
寫
本
で
あ
る
ε
想
像
す

る
こ
巴
が
出
來

る
o
而
し
て
其
内
容

の
要
旨
は
全
く

一
致
す

る
が
字
句



に
於

て
餘
程
相
違

が
あ
る
o

特
に
注
意
す

べ
き
こ
ビ
は
、
傳

目
に
就

て
縁
山
本
は
、

五
重
九
箇
條
、
宗
賑

五
箇
、
圓
戒

三

箇
又

一
箇
の
巳
證
、
璽
書
三
箇
叉

一
箇

の
巳
證
ε
て
璽
書
三
箇

の
上

に
布
薩
を
置

か
な

い
の
に
、
黒
谷
本
は
璽
書
の
上

に

「
布
薩
五
箇
亦

一
箇
巳
證
」

こ
い
ふ
傳
目
の
あ
る
こ
巴
で
あ
る
o
此

は
始
に
は
あ

つ
た
も
の
を
何
等
か

の
事
情

の
爲

に
縁

山

で
略
し
た
も
の
か
、
若
し
く
は
始

は
な
か

つ
た
も
の
を
黒
谷
で
加

へ
た
も
の
か
、
若
し
く

こ
の
書
を
寫

し
た
時

に
脱
落
し

た
も
の
か
其
等
の
點
は
疑
問

で
あ

る
。
而
し
て
嵯
峨
の
正
定
院
に
も
黒
谷
本

ε
同

じ
寫
本
が

一
本

あ
る
大
體

に
於

て
大
正

大

學
の
本

ご
同

一
で
あ

る
が
最
後
が
少
し
逹

つ
て
ゐ
る
。

但
し
此
等
は
餘
り
に
世
間

に
傳
は
ら
な

い
貴

重
な
本

で
あ
る
o

而
し
て

こ
の
潮
呑
の
傳
目
は
永
く
我
宗
傳
法
の
規
準

ε
な

つ
た
こ
巴
は
明

か
で
、
文
政
六
年
に
專
念
寺
の
順
阿
隆
圓
上

人
が
作
ら
れ
だ
吉
水
瀉
瓶
訣
も
五
重
九
箇
條
、
宗
賑

五
箇
條
、
圓
戒

三
箇
條
叉

一
箇
の
巳
證
、
璽
書
三
箇
條
別
に

一
箇
の

巳
證
が
あ

る
ビ
し

て
説
明
さ
れ

て
あ
る
o
前
述
の
通
り
布
薩
を
略
し
た
點
が
縁
山
本

ε

一
致
す

る
が
、
恐
ぐ
は

か
の
大
玄

が
布
薩
を
非
難
し

て
巳
來
之
を
省
略
し
た
も
の
で
あ
ら
ふ
σ

(含
牛
上
人
傳
.
淨
全
一
八
姻
駟
、
鎌
倉
光
明
寺
誌
。
淨
金
一
九
棚
露
、
傳
燈
總
系
譜
上
・
淨
全
一
九
三
八
頁
.
同
下
六
責
、
淨
源
脈
譜
・
淨
全
一
九
勘
蘚
、
淨
土

宗
史

.
淨
全
二
〇
蠶

、
塗

宗
年
轡

九
紙
、
圓
戒
嚢

.
續
淨
全
九
窺

、

圓
布
整

墾

・
續
鑿

一
悪

館
.
布
薩
戒
嚢

卷
下
・
續
鑾

一
五
畿

、

五
重
綱
要
義

黒
谷
潮
呑
ロ
决

蓮
門
精
舎
舊
詞
卷
十
.
續
淨
全

一
八
牽
評
、
傳
法
沿
革
依
憑
詮
考
六
四
頁
、
淨
土
布
薩
戒
授
法
目
録
考

・
續
淨
全
一
五
か
恥

潮

呑
切
紙
(大
正
大
攣
寫
本
)

吉
水
潟
叛
訣
第
二
・
淨
土
傳
燈
輯
要
下
九
六
頁
)

一
二
九



一
三
〇

七

大
五
重
及
び
戒
脈

の
興
隆

上

の
如

く
戚
譽
上
人
は
時
代
の
要
求

に
應

じ
て
、
略
式
傳
法

の
端
を
開
か
れ
た
が
、
然
し
之
は
淺
學
相
承
で
あ

つ
て
、

多
年
修
學
し
得

る
者
、
即
ち
碩
學
衆
に
黌
し

て
は
、
極

め
て
不
完
全

で
あ

つ
た
o

そ
れ
故
に
又
此
等

の
人

々
の
要
求
に
應

す
る
爲

に
、
大
五
重
こ
い
ふ
も

の
が
行
は
れ
た
o

こ
の
方
法
は
中
古
の
如
く
前
行
を

百
日
巴
し
本
行
を
十
四

日
間
ざ
し
、

こ
の
間

に
三
卷
七
書

の
講
讀
、
本
末

口
傳
等
を
懇

ろ
に
相
承
す

る
の
で
、

こ
れ
を
ま
た
總
五
重

巴
も
稱

へ
た
○
而
し

て
こ

れ
が
開
か
る

丶
に
は
、
戚
譽
の
時
代
は
三
年
毎

に

一
度
宛
諸
山

に
於

て
開
か
る

丶
の
例
で
あ

つ
た
o
斯
く

て
そ
の
後
源
譽

存
應

に
至
る
ま

で
、
約
亠
ハ
七
十
年
間
は
之
が
實
行

さ
れ
た
o

然

る
に
存
應

の
弟
子
往
譽

潮
呑
は
京
都
黒
谷

に
住
職
し

て
二
十
入
世

巴
な
ら
れ
た

が
、
存
應
の
滅
後
關
東

の
傳
書

が
散

逸
し
だ
の
を
慨

き
、
寛
永
入
年
十

二
月
自

己
が
そ
の
昔
し
觀
智
國

師
か
ら
聞

い
だ
所
の
條
目
を
筆
記
し

て

一
卷

こ
な
し
、
開

山
大
師

の
像
前

に
於
て
保
證
を
所
請
し
、

靈
戚
を
得

て
珍
藏
し
た
o

同
十
六
年

二
月
南
譽
雲
念
上
人

が
培
上
寺

の
第

二
十

世

ε
な
つ
た
が
、
觀
智
國
師
の
滅
後
秘
藏

の
傳
書
が
紛
失
し
、
佳
職
の
交
代
も
度

々
で
口
授

相
傳
の
異
義
區

々
で
あ

つ
た

か
ら
、
上
人
は
大
に
之
を
憂
ひ
、
京

郡
に
使
を
遘
は
し
て
、

潮
呑

の
傳
書
を
懇
求
し
だ
○

(此

は
潮
呑
の
切
紙
の
跋
丈
等

の
説

で
あ
る
が
、
大
玄
信
正
は
圓
戒
啓
蒙
等

に
於

て
、
含
岌

の
事
變

に
依

つ
て
關
束
の
傳
書
が
皆
な
散
逸
し
た

霍
言
は
れ

て
あ

る
こ
虐
は
前

に
述

べ
た
逋

り
で
あ

る
o
然

る
に
鎌
倉

の
傳
書
が
な
く
な

つ
た
爲

に
増
上
寺
の
傳
書
も
無
く
な

つ
だ

ざ

い
ふ
こ
冠
は
や

丶
不
合
理
で
あ

る
か
ら
、
増
上
寺
の
慱
書
の
な
く
な

つ
た
の
は
國

師
の
遷
化
住
職
の
交
替

に
原
因
す

る
ご



い
ふ
方

が
適
當
で
あ
ら
ふ
ビ
思
ふ
が
、
然
し
兩
説
を
認
用
し

て
、
當
時
は
圖
ら
す
も
雙
方
共
に
傳
書

に
黝
し
て
不
幸

が
あ

つ
た

巴
見
て
は
如
何

ぜ
思
ふ
)
そ

こ
で
潮
呑
は
直
ち
に
炉
の
傳
書
を
遞

つ
た
c

こ
れ
が
潮
呑
の
切
紙
、

君
く
は
潮
呑
の
ロ

决

ε
稱
す

る
も

の
で
前
に
述

ぺ
た
逋
り
で
あ
る
o

叉
前

の
含
岌

の
事
變

の
下

で
略
辨
し
た
如
く
、
知
恩
院
の
尊
統
法
親
王
が
増
上
寺

で
傳
法

せ
ん

ご
し
給
ふ
た
時
、
山
圭

の
湛
譽
が
義
山
梁
道
等

に
頼
ん

で
含
岌

の
像
の
中
か
ら

傳
書
を
取
り
出
し

て
貰
は
れ
た

巴
も
傳

へ
ら
れ

て
あ

る
o

思
ふ
に
普
光
觀
智
國
師

が
、
家
康
公

の
尊
信
を
得

て
後

は
、
國

蓮
の
發
展

ご
與

に
諸
國

に
我
宗
の
寺
院
が
起
り
、
住
職

の
要
求
雜
務
激
壇
等

の
爲

に
、
學
解

に
沒
頭
す

る
の
暇
な
く
、
概
し

て
學
問

は
低
下
し
た
が
、
國
師
自
身

も
激

務
忙

殺
の

折
柄
、
特

に
傳
法

は
ロ
傳
を
重
し
た
爲
に
、
容
易

に
そ
れ
を
筆
録

せ
す
、
そ
れ
が
爲

に
其
相
傳
が
失
は
れ
、
或
は
住
職

の

交
代
や
ら
、
或
は
含
岌

の
事
變
等
の
爲

に
傳
書

が
多

く
失
は
れ
て
、
殆

ん
ざ
憑

る
べ
き
も
の
が
な
ぐ
な

つ
た

の
で
、
潮
呑

の
切
紙
を
要
求
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま

い
か
o

免
も
角
斯
樣

に

一
時
傳
法

が
衰

へ
た

か
ら
、
元
祿
享
保
の
頃
憂
宗
の
士
が
奮

ひ
起
り
、
傳
法
復
古
を
企

て
た
事
は
明
か

で
、
今

現
に
演
譽
臼
隨
、
學
譽
冏
鑑
等
が
大

五
重

の
式
を
實
行
さ
れ
た
記
録
が
殘
さ
れ
て
あ
り
、

又
義
譽
觀
徹
の
總
五
重

法
式
私
記
、
逋
譽
岸
了
の
總
五
重
聞
持
記
、
熏
譽
在
禪

の
大
五
重

選
定
略
鈔
等
が
著

は
さ
れ
て
あ

る
こ
巴
に
依

つ
て
明
か

で
あ
る
O

」
叉
圓

頓
戒
に
就

て
は
増
上
寺
の
第
四
十
四
世
成
譽
大
玄
信
正
の
時
、
寶
暦
五
年
正
月
入

日
檀
林
評
定
會
議
を
開
き
、
源

;
=



1
iii
二

譽
存
應
以
後

た

い
ロ
决

の
み
で
作
法
は
行
は
な
か
つ
た
圓
頓
戒

の
作
法
儀
式
を
再
興
し
、

是
に
於

て
宗
戒
爾
脈

の
儀
則
を

併

せ
て
傳
受
す

る
事

巴
な

つ
た
Q
惟

ふ
に
徳
川
時
代

に
於

て
文
蓮
漸
く
發
晨
し

、各
宗

の
間
に
戒
律
復
興
の
思
想
が
勃
發
し

た
か
ら
、

我
宗
も
ま
た
之
に
刺
激

せ
ら
れ

て
、
靈
潭
、
徳
巖
等

の
諸
師
が
四
舜
の
戒
律
を
興

さ
れ
た
○
そ
れ
が
爲

に
圓
戒

も

亦
た
再
興
を
見
る
に
至

つ
た

で
あ
ら

ふ
o
圓
戒
復
興

に
關
し
て
は
、
義
譽
觀
徹

、立
譽
貞
極
、
成
譽
大
玄
等

の
諸
師
が
、

非

常
に
盡
力

せ
ら
れ
た

が
、
今

そ
れ
は
略
し

て
お
く
o

而
し

て
受
者

の
資
格

に
就

て
は
、
元
和
元
年
七
月

二
十
四
日
に
、
徳
川
幕
府

が
公

認
し
た

三
十

五
條
の
法
度

の
中

(
淨

全

1
10
瓶
鰍
)
に

一
、
碩
學
衆
は

(
檀
林
在
學
十
五
年
巳
上
を

い
ふ
)
圓
戒
傳
授

に
於
て
は
、
道
塲
の
規
式
を
調

べ
て
執
行
せ
し
む

べ
し
、

淺
學

の
輩

に
は
猥
り
に
授
與
す

べ
か
ら
さ
る
の
事

一
、
淨
土

修
學
十
五
年
に
至
ら
ざ
る
者

に
は
、
兩
脈
傳
授
あ

る
べ
か
ら
す
、
璽
書
の
許
可

に
於

て
は
、
器
量

の
仁
た
う

巴
雖
も
、

二
十
年
に
滿
た
ざ
れ
ば
堅
ぐ
相
傳
せ
し
む
可
ら

ざ
る
の
事

ご
規
定

さ
れ

て
あ

る
が
、
然
し
之
は
理
想

で
あ

つ
て
實
際

の
上
か
ら
は
餘
り
困
難

で
あ

つ
た
芝
見

へ
て
、
其
か
ら
五
十

餘
年

の
後
寛
丈
十

一
年
正
月
十

二
日
檀
林
决
議

の
第
六
條

に
は
、

五
重
は
修
學
五
年
、
血
脈
は
十
年

に
相
き
め
て
傳
授
致
す

べ
き
の
事
、
但
し
據
な
き

こ
ε
成
就
の
仁

は
證
人
を
立

て

丶

少
分
宥
餘
あ

る
べ
き
か



ε
規
定
し
、
又
同
十

二
年
に
更
ら
に
决
議

さ
れ
た
が
そ

の
第

二
條

に
は
、

五
重

相
傳
は
五
年
、
血
賑
は
十
年

ご
相
究

め
候
、
但
し
據

な
き
子
細

こ
れ
あ
る
者
は
、

穿
鑿

の
上
に
て
、

一
年
づ

丶
は

宥
免
あ
る
べ
し
、
若
し
宥
免

二
年

に
及
ぶ
能
化

こ
れ
あ
ら
ば
、
中
間
に
嬪
出
す

べ
き
事

ε
定

め
ら

れ
た
o
然

る
に
そ
の
後
百
有
餘
年
を
經

て
、
寛
政
三
年
四
月
の
制
條

に
依
れ
ば
、
初
登
山
か
ら
三
年
を
經
た

者

に
は
、

五
重
を
許
し
、
七
年
を
經
た
も
の
に
は
宗
脈
を
許
す

こ
芝
に
な

つ
た
o
然
し

な
が
ら
實
際
に
於

て
は
、

こ
の
規

定

が
實
行
さ
れ
す
し
て
,
諸
檀
林
等
必
す
し
も
其
の
規
定
を
守
ら
す
各

の
勝
手
に
五
重
宗
脈
等
を
許
可
し
た
も
の
も
あ

つ

た
ら
し
く
、
其
れ
が
爲
に
其
の
規

定
を
嚴
守
す

る
や
う
命
倉
し
た
制
條
が
發
布

さ
れ
だ
O

C
淨
;-1宗
史
・
淨
全
二
〇
堀
默
・
同
上
熔
尊
、
新
撰
往
生
傳
三
卷
潮
呑
傳
・
淨
全
一
七
掘
駟
、
望
月
佛
教
大
辭
典
鮓
ご
五
三
、
園
布
顯
正
詑
・
續
淨
全
一
五
峨
降

圓
戒
啓
蒙
・
續
淨
全
九
鴆
蓐
、
傳
燈
輯
要
下
卷
三
二
紙
潮
呑
切
紙
・
立
邁
上
人
著
聞
録
.
潮
呑
上
人
口
决
)

八

布
薩
戒

の
興
起
及
び
圓
戒

の
復
興

大
玄
の
圓
布
顯

正
記
等
の
説

に
依
る
に
、
布
薩
戒
な

る
も
の
は
冏
師
巳
後

の
新
法

で
、
塞
辨
然
冏

の
四
組

の
章
疏

の
中

に
は
、

一
字

一
句
も
そ

の
言

が
な

い
○
叉
觀
智
國

師
の
時
も
な
ほ
此
法
は
重

ぜ
ら
れ
な
か
つ
た
o

さ
れ
ば
國
師

の
三
+
五

條

の
法
度

の
中
、

五
重

ε
兩
賑

ε
璽
書
の
事
は
規
定

さ
れ

て
あ

る
が
、
布
薩
に
關
し
て
は

一
言
も
言
及

さ
れ
て
な

い
事

が

そ
れ
を
證
明
す

る
o
然

る
に
布
薩
戒

が
起
り
來

つ
た
原
因
は
即
ち
含
岌
の
事
變

に
あ
る
と
考

へ
ね
は
な
ら

濾
o
帥
ち
鎌
倉

1
�
1
1t1
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に
て
は

.
含
岌

の
事
變

に
依

て
古
傳
書
を
失
ひ
、
止
む
な
く
相
幅
寺
光
徳
寺
等

ご
相
談
し

て
傳
書
を
作
り
、

こ

丶
に
二
種

の
靈
寳
を
加

へ
だ
〇

一
は
朱
切
紙

二
は
御
判
物

で
あ

る
(
誡
云
新
知
恩
院
の
全
譽
周
譽

の
血
脈

の
中
布
薩

の
卷
物

は
な

い
)

朱
切
紙

に
云
く
、
時
年
高
倉
院
の
時
、
閣
二圓

頓
妙
戒

一、
勸
二
進

一
向
專
修
戒
門

一
、
乃

至
、
觀

者
入
滅
、
彌

陀
成
道

.

乃
至
、
十
方
佛
土
中
、
唯
有
二
往
生
法
一、
他
力
實
體
、
乃
至
、
良
忠
判
、
云
々

御
判
物

に
云
く
、
淨
土
布
薩

一
乘
戒
、
授
二
寂
慧
房

一、
乃
至
、
良
忠
判

、
云
々

こ
の
二
種
は
記
圭
の
自
筆

ε
稱
し
、
非
常
に
丁
重

に
し

て
其

れ
を
授
け
た
も
の
で
あ

る
o

即
ち
含
岌
以
後
圓
戒
の
傳
書

が
な
く
な

つ
た
か
ら
、

そ
こ
で
布
薩
戒
が
起
り
、
我
宗
は
戒
は
無
用

で
あ
る
o
宗
祀
も
四
十

三
歳

の
時
、
圓

頓
戒
を
捨

て

丶
念
佛
戒

に
歸
入
し
給

ふ
た

の
で
あ

る
○
然

れ
ば
我
宗
は
戒

の
無

い
の
が
當
然

で
あ
り
、
圓

頓
戒
は
睾

ろ
雜
行
で
あ

る
o

唯
だ
こ
の
布
薩
戒

の
の
み
が
、
最
土
究

竟
の
妙
戒

で
あ
る
ε
執
着
し
、
斯

る
思
想
は
漸
く
そ
の
勢
力
を
増
進
し
て
、

途
に

は
布
薩
全
盛
を
見
る
に
至
つ
た
。
故
に
大
玄
信
正
は
、
頌
義
探
玄
鈔
(淨
全

三

謹

)圓
布
顯
正
記
、布
薩
戒
講
義
等
を
著

し
、
南
楚
は
布
薩
式
辨
正

(續
淨
全

一
五
一輩

)
を
著
し

て
布
薩
の
妄
傳
な
る

こ
ご
を
論
じ
、
°
大
玄
は
叉
圓
戒
啓
蒙
、
圓
戒

源
流
章
、
圓
戒
問
答
等
を
著
し

て
、
盛
ん
に
圓
戒
の
復
興
を
主
張
し
た
o

然

る
に
叉

一
方
に
は
大
玄

よ
り
も
や

丶
先
輩

で
、
鎌
倉

か
ら
知
恩
院
の
第
四
十
四
世

巴
な

つ
た
逋
譽
岸
了
は
、
元
祿
十

年
四
月
淨
土
布
薩
廣
略
戒
儀
决

一
卷

(續
淨
奎

五
懿

)
を
著
は
し
、又
布
薩
戒
便
蒙
(續
淨
全

{
五
～一証
)
布
薩
傳
時
處

年
號
相
逹
决

(續
淨
全

五
羸

)
各
の

一
卷
を
作
り
、
叉
鎌
倉

か
ら
増
上
寺
の
第
三
十
九
世
ビ
な
つ
た
學
譽
冏
鑑
は
、
大



に
布
薩
を
稱
揚
し
、
享
保
十

一
年
増
上
寺
に
於
て
布
薩
式
を
行
ひ
、
邃
に
之
が
永
式
ぜ
な
つ
た
o
其
後
叉
鎌
倉
か
ら
知
恩

院
の
第
五
十

二
世
ぜ
な
つ
た
團
譽
了
風
も
亦
た
布
薩
戒
を
重
じ
だ
が
、
其
弟
子
了
吟
が
そ
の
師
の
志
を
承
け
て
、
淨
土
布

薩
廣
略
戒
儀
蠡
規

(續
淨
全

一
五
き
蔚
)、

同
略
戒
儀
盡
規
(續
淨
全

一
五
炉
配
)、

同
授

法

目

録

考
(續
淨
全

一
五
舮
臨
)

各
の

一
卷
、
同
本
傳
考
二
卷

(續
淨
全

一
五
稲へ配
)、
同
朱
書
考

一
卷
等
を
著
し
て
此
戒
を
宣
揚
し
た
。
此
等
の
事
實
か
ら

考

へ
て
も
鎌
倉
に
關
係
の
あ
る
人
が
布
薩
を
大

に
稱
揚
し
た
こ
ざ
は
明
か
で
あ
る
o

思
ふ
に
道
戚
巳
前
は
勿
論
.
爾
師
の
後
元
和
の
頃
に
至
る
ま
で
、
宗
戒
兩
脈
、
並
に
璽
書
の
三
脈
を
、
相
傳
し
た
こ
ざ

う

つ

は
明
了

で
あ
る
o
そ
は
元
和
の
三
十
五
條
法
度

に
、

「
淨
土
修
學
十
五
年
忙

至
ら
す
ん
ば
、
兩
脈
傳
授

あ
る
可
ら
す
、

璽

書

の
許
に
於

て
は
、
器
量

の
仁
た
り
ご
雖
も
、

二
十
年
を
滿
せ
す
ん
ば
、
堅
く
相
傳
せ
し
む
可
ら
ざ
る
事
」

ビ

い
ふ

一
條

が
あ
る
こ
ビ
に
依

て
明
ら

か
で
あ
る
o

然
し
寛
文

の
頃

に
至
つ
て
戒
賑
を
傳

へ
た

か
ざ
う
か
は
頗
る
問

題
で
あ
る
o
其
は
大
玄

の
説
の
如
く
含
岌
事
件

の
變

動

に
依

て
唯
だ
宗
脈

の
み
を
傳

へ
て
、
戒
脈

は
略
し
た
や
う
で
あ

る
。
何

巴
な
れ
ば
寛
文
十

一
年
の
檀
林
决
議
の
第
亠
ハ
條

に

　

つ

「
五
重

は
修
學

五
年
血
脈

は
十
年
に
相
究

め
て
傳
授
致
す

可
き
事
」

の

一
項

が
あ

る
が
、
元
和
條
目
に
は

「
兩
脈
」

ε
記

　

r

し
た
も
の
を
、
寛
文

の
時

は
血
脈

ε
變
更
し
た
事

か
ら
考

へ
て
も
r

ざ
う
も
戒
脈
を
略
し
た
や
う
に
考

へ
る
G

そ
こ
で
此

戒
脈

に
代

る
何
物

か

w
必
要

で
あ
る
巴
い
ふ
の
で
、

こ

丶
に
布
薩
戒
を
加

へ
だ
も
の
で
は
あ

る
ま

い
か
o

即
ち
大
玄
の
主
張
す

る
如
く
、
含
岌

が
傳
書

を
隱
し
た
爲

に
、
非
常
に
困

つ
た
そ
の
結
果
、

布
薩
戒

巴

い
ふ
も
の
を
設

一
三
五
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け

て
こ
れ
を
行
ひ
、
や

つ
巴
そ

の
欠
陷
を
償

つ
た
が
、
そ
れ
が
次
第

に
發
達
し

て
、
學
譽
冏
鑑

の
時

に
至
つ
て
、
五
重
宗

脈
、
布
薩
、
璽
書
を
相
傳
す

る
の
が
定
式

ε
な
つ
た
o

然

る
に
徳
川
の
初
項
か
ら
戒
律
復
興
の
機
蓮
が
諸
宗
に
勃
與
し
、
我
宗
に
於

て
も
亦
た
此

の
思
想
が
盛

ん
で
あ

つ
た
、

特
に
大
玄
僧
正
は
切
り
に
戒
律
の
復
與
を
叫

ば
れ
た
o

即
ち
我
宗

に
於

て
當
然
傳
ふ
べ
き
戒
賑

が
断
絶
し
て
、

僞
作

に

違

い
な

い
布
薩
が
盛

ん
に
行
は

る

丶
ご

い
ふ
こ
と
は
、
甚
だ
怪
し
か
ら
ん
事
で
あ
る
と
て
、
非
常

に
慨
歎
し
圓
戒
啓
蒙
、

圓
布
顯
正
記
等
を
著
し

て
、
大
に
そ
の
非
を
是
正
せ
ん
芝
努

め
ら
れ
た
o

そ
れ
が
爲

に
寶
暦
五
年
正
月
入

日
の
檀
林
會
議

に
、

圓
戒

羯
磨
を
再
與
を
す

る
こ
巴

丶
な

つ
た
。
然
し
そ
の
當
時
陽
信

こ
い
ふ
者
が
大
玄
の
布
薩
妄

傳
の
説

に
大
反
黝
し

た

の
で
、
布
薩
戒
も

日
課
増
進
の
爲
に
は
有
盆

で
あ

る
巴
い
ふ
理
由

の
下

に
、
徇
ほ
存
遣
す

る
事

に
决
議
し
た
o

さ
れ
ば

こ
の
後

は
、
五
重
、
爾
脈

(
宗

・
戒
)
璽
書
を

相
傳
す

る
こ
ご

丶
な

つ
た
。
然
し
な
が
ら
此
後

に
於

て
て
も
、
布
薩
戒
の
正

否
に
就

て
、
隨
舜
議
論
が
行
は
れ
た
が
、
大
體

に
於

て
は
大
に
そ
の
勢
力
を
失

つ
た
。

而
し

て
こ
の
後

は
餘
程
傳
法
も
引

し
ま

つ
た
ら
し
く
、
享
和
文
化
の
頃
に
行
は
れ
た
、
傳
法

の
規

則
に
依
れ
ば
、
檀
林
掛
錫

四
年
を
經
た
な
ら
ば
、
毎
年
入
月

一
日
か
ら
、
百

日
間
の
前

行
を
修
し
、
冷

水
に
て
身
體
を
洗
浴
し
、
朝
暮
に
五
百
禮

の
禮
拜
を

な
し
、
十

一
月
十
七

日
以

後
は
、

更
に

一
七

日
を
期
し

て
毎

日
三
千
禮
を
課
し
、
三
經
を
讀
誦
し
、
⊥
ハ
時
禮
讃
を
修
し
行
住
坐
臥
専
心
に
修
行
し

て

放
逸
を
許

さ
な
か

つ
た
o
斯
樣
に

一
百
七

日
の
練

行
を
終
て
後

に
始

め
て
五
重
傳
法
を
承

け
る
こ
ご
を
許
し
た
、

こ
の
五

重
相
傳
を
禀
け

て
か
ら
へ
更
ら
に
四
年
を
經

て
、
再

び
前
行

一
百

日
、加

行

一
七

日
を
勤
修
し
て
宗
戒
兩
脈
を
相
承

さ
せ
た



の
で
あ

つ
た
。

而
し

て
徳
川
時
代
に
は
、
傳
法

の
道
塲
は
關
東

の
十
八
檀
林
に
限
ら
れ
た
が
、

明
治
七
年
九
月
に
至
つ
て
、
京

都
四
箇

の
本
山

に
於

て
も
之
を
傳
授
す

る
こ
ご

丶
な
つ
た
o

其
後

二
十
年
八
月
に
傳
宗
傳
戒
の
期
間
を
唯
だ

二
七

日
霍
定

め
、
初

の
七

日
を
傳
宗
、
次

の
七

日
を
傳
戒

の
時

ざ
し
た
o

こ
の
頃
壇
上
寺

の
幅
田
行
誡
上
人

が
傳
語
を
作

つ
て
、
五
重
の
中
の
初
重
往
生
記
を
廢

し
て
選
擇
集

に
か

へ
布
薩
は
妄
傳

で
あ

る
か
ら
全
廢
す

べ
し

ご
論
せ
ら
れ
だ
。
然

る
に
勤
息
義
城
上
人
は
金
鍮
論
を
作
り
、
南
豊
の
光
阿
は
慱
語
匡
謬
を
著

し

て
布
薩
戒
を
辨
護
し
た
o
故

に
傳
法

の
變

更
ε
布
薩

の
全
廢
は
行
は
れ
す
し

て
、
百
萬
遍
は
明
治
四
十

二
年
ま
で
、

傳

逋
院
は
明
治
四
十
五
年
ま

で
布
薩
戒
を
實

行
し
た
o

然

る
に
明
治
三
十
九
年
に
は
、
昔

の
制
度
を
復
與
し
、

二
七

日
の
別
行
の
前

に
更
ら

に

一
百

日
の
前

行
を

行
は
す

こ
ε

丶
し
た
Q
所
が
叉
大
正

二
年
九
月
に
は
、
新
た
に
傳
法
條
例
を
制
定
し
、
前
行
の
期
間
を
十

一
月
三
日
か
ら
十

二
月
六

日

ま

で
ε
し
,
別
行
の
期
間
を
十

二
月
七
日
か
ら
同
二
十

日
ま
で
の

こ
七

日
ご
ー
、
總
じ

て
四
十
八

日
間
を
以

て
傳
法
相
承

の
時

ε
し
た
o

然

る
に
又
其
後

に
春

秋
二
期
に
實
行
す

る

こ
ビ

丶
し
、
春
期

は
佛
専
、

尼
衆
校
、
習
學
院
、

敷
師
養
成
斯
等
敖
師
檢

定

者
、
並

に
大

正
大
學
專
門
部
高
等
師
範
科
第

二
學
年
修
了
者

に
限
り
、
秋
期
は

一
般
受
者

に
逋
す
る
こ
ざ

丶
し
た
。
而
し

て
そ
の
期
間
は
三
週
間
に
し

て
三
月
十

五
日
か
ら
同

二
十

一
日
ま

で
を
前
行

と
し
、

二
十

二
日
か
ら
四
月
四

日
ま

で
を
別

一
三
七
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行

ε
し
、

秋
期
は
十

一
月
五
日
か
ら
同
十

一
日
ま

で
を
前
行

ご
し
、
十

二
日
か
ら

二
十
五
日
迄
を
別
行

ε
し
だ
。

然
し
叉

此

の
規
定
も
本
年
か
ら
や

丶
變

更
さ
る

丶
事

こ
な

り
、

四
週
間

ざ
規
定

さ
る

丶
に
至

つ
た
o

而
し

て
そ
の
道
塲
は
、
京
郡
の
四
本
山
、
芝
増
上
寺
、
及
び
特
別
の
慣
例
あ
る
檀
林
、

例

へ
ば
傳
逋
院
等

に
限
ら
れ
て

あ

つ
だ
が
、
然
し
京

都
で
知
恩
院
は
毎
年
必
す
實

行
し
、
そ

の
他
は
受
者
の
都
合
に
因

て
、
隔
年
若
し

く
は
交
替

で
行
は

れ

つ

丶
あ

つ
た
。
然

る
に
其
後
各
山
は
中
止
し

て
近
來
は
た

や
知
恩
院

ざ
増
上
寺
の
み
毎
年
實
行

さ
れ
て
ゐ
る
。

余
竊

か
に
考

ふ
る
に
思
想
の
根
底
が
し

つ
か
り
し
な
け
れ
ば
、
其

の
行
動
が
確
實

で
な

い
こ
ご
は
當
然
容
あ
る
。
然

る

に
近
來
我
國
各
宗

の
朕
態
は
其
信
念

の
點

に
於

て
甚
だ
遺

憾
な
點
が
多

い
が
我
宗
に
於

て
も
叉
同
樣

に
そ
の
信
念

の
甚
だ

不
統

一
な
點
が
あ
る
ε
思
ふ
。

さ
れ
ば
ま
つ
化
他
五
重
等
は
何
等
か
の
方
法

に
依

つ
て
統

一
し

て
其
の
受
者

に
樹
し

て
確

乎
不
抜

の
信
念
を
與

へ
た

い
も
の
で
あ
る
o

若
し

こ
の
點

に
注
意
せ
す
等
閑

に
し

て
年
を
經
れ
ば
逾

に
は
取
返
し
の
出
來

な

い
樣
な
事
柄

が
漸
次
に
發
生
し

て
、
邃

に
は
崩
壞

の
運
命
を
驃

き
起
さ
な

い
ビ
も
限
ら
な

い
o

(圓
戒
啓
蒙
・
續
淨
全
九
鵤
齔
、
圓
布
顯
正
記
・
續
淨
全
一
五
瓶
駟
、
含
牛
上
人
傳
・
淨
全
一
八
姻
餌
、
淨
土
宗
史
・
淨
全
二
〇
冠
鮴
.
三
縁
山
誌
.
淨
全
一
九

臨
即
、
鎌
倉
光
明
寺
志
・
淨
全
一
九
凧
彫
、
華
頂
誌
要
・
淨
全
一
九
勘
瓢
、
淨
土
宗
年
譜
六
紙
、
傳
語
一天
紙
、
金
鍮
論
五
り紙
、
傳
語
匡
謬
、
望
月
佛
教
大
辭
典

節
t1}aiitl'
傳
法
浩
革
依
憑
詮
考
益
紙
、
碩
義
探
玄
鈔
・
淨
全
+
二
煽
幹
、
布
薩
式
辨
正
・
續
淨
全
一
五
屯
篤
、
布
薩
戒
叢
書
.
續
淨
全
一
五
)


